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、又

趣

之

淡

而

有
v味

也
、臨
v

別

公勿
揮
v筆
、…録
v…詩

後
岬臨贈

一ム
、島

分

叫二
萬

亠ハ
千

鳫
一、轟拱

點

扶

桑

東

海

隅
、中

有
昌山

雲
晒常

五

色
、的

知

此

處

是

方

壼
、其

序

云
、岩

木

島

醫

人

來
、誕

辰

壽

言
、東

武

小

畑

詩

山
、之
二長

崎
h迂
昌舟

路
日百

里
、來

乞
v余

書
昌

蕉

詩
一余

意

耄
、有
v索

毎

辭
、君

遠

人

也
、再

會

難
v期
、

乃

力
v疾

彊
v拙
、余

慰

一其

思
一有
v作

云
、詩

依
遇絶

妙

名

　

　
　
　

詩

山

堂

詩

話

か
す
.君
を
思
ふ
老
荷
の
如
く
、花

落
ち
て
心
室
し
く
苦
し
む
レと
.

戸
崎
に
云
ふ
「四
百
皆
な
噺
絶
し
,河
邊
短
篷
を
繋

ぐ
、幸
に
酒
を

沽
ふ
の
路
を
餘
し
て
,鄰
島

一
條
逋
す
」と
、柳

津
に
云
・縞
翠
微
家

斷
續
し
、碧
渚
水
清
澄
な
り
.火
影
林
間
に
閃

け

ば
、知
る
佗
の
網

を
補
ふ
燈
な

る
を
」と
、頼
千
棋
の
芳
野
に
遊
ぶ
を
迭
る
に
云
ふ
.

「逋
く
春
事
を
尋
ね
て
皇
畿
に
入
り
.妙

思

名
花
麗
奇
を
.闘
は
す
、

釋
岳
峯
前
千

嶺

の

雪
。奚

奴

旛

上

一
嚢

の
詩
芝
、宮
太
夫
の

浪
華
・に
之
く
を
途
る
に
云
ふ
.「春
風
二
月
京
畿
に
向

、瀞
、到
る
處

韶
光
好
し
詩
を
賦

す

る

に
、芳
野
嵐
山
花
の
世
界
、願
く
は
君
遍

ね
く
記
し
て
歸
遺
と

作

せ

よ
】と
、何
ぞ
言
の
巧
に
し
て
繊
な
ら

す
.叉
た
趣
の
淡
に
し
て
味
あ

る

や
,別

に
臨
ん
で
翁
.筆
を
揮
つ

　
　
　
　

ゐ
く

て
詩
を
録
し
膾
ら

る
、云
ふ
.「島
は
分
る
三
禹
六
午
魑
.棋
點
す
扶

桑
東
海
の
隅
、中
に
山
雲
あ
り
て
常
に

五

色
.的

に
知
る
此
處
是

れ
方
壺
な
る
を
レと
、其
の
序
に
云

ふ
、岩
木
島
の
醫
人
來
り
て
誕

辰
の
壽
言
す
、東

武

の

小

畑

詩

山

長
崎
に
之
く
、舟
路
を
迂
す

る
こ
と

百
里
、
余

に

乞

ひ

て

蕉

詩

を

書

せ
し

む
,余
、
意
耄

せ
り
、
索
む
る
も

の
有
ら
ば

毎
に
辭
す
、
君
は

遽
人
な
り
、
再
會

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

し

期
し
難
し
.乃
ち
疾
を

力
め
拙
を
彊
ふ
と
,余

は
其
の
思
を
慰
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

三

O



一…一

螂
3

・

　
　
　
　
　
日

本

話

話

叢

書

能

聞
、洛

誦

操

觚

士

作
鄰

、莫
v謂

關

東

途

遞

遠
、見
γ

翕

獪

.勝
昌近

邦

人
嚇相

共

傾
v杯

約
昌再

會
一而

去
、其

秋

復

問
一翕

處
h則

翁

從
誼
ハV余

分
7襟

後
、患
殖

血

證
h今

也

殆

絶

食
A惟

僅

嚥
二酒

漿
一以

繋
二性

命
h其

序

中

之

語
、果

成
二永

訣
h絶

筆

作

云
、月

露

秋

容

嫩
、風

軒

暮

色

敷
、少

閲

離
二病

褥
h俄

頃

隱
昌書

梧
門幽

澗

泉

聲

小
、

遙

村

火

影

孤
、從
v竝

經
幾

旦

轉

惜

此

宵

徂
、凡

人

病

至
危

篤
h則

必

杢

放

心

不
v省
昌人

事
嚇而

翕

之

賦
v

詩
、精

紳

自

若
、李

仄

韻

頭

不
昌
一
謬

者
、深

足
蕊以

肆

人

心
h翕

叉

所
・著

黄

葉

夕

陽

村

舍

詩
、前

篇

・既

行
昌

于

世
n後

篇

乃

京

攝

書

肆
、爭

覓

而

梓
v之
、共

稱
金

玉

之

撰
・也
、黄

葉

夕

陽

村

舍
、翕

之

堂

號
。

雲

州

松

井
、有
2灘

僭
麟稱
墨道

光
嚇聽

松

庵

其

號

也
、與
漏

茶

山

翕
一締
v交

數

十

年
、翕

稱

日
、大

潮

以

來

之

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

て
作
あ
り
,云
ふ
「詩

は
絶
妙
に
依
り
て
名
は
能
く
聞
ふ
、洛
誦
操

觚
の
士
鄰
を
作

す
、謂

ふ
莫

れ
關

東

途
遞
遠
と
、翕
を
見
る
は

獪
ほ
近
邦
の
人
に
勝

る
」と
、相

共
に
杯
を
傾
け
再
會
を
約
し
て

去
る
、其
の
秋
に
復
九
翕
の
處
を
問

へ
ば
、則
ち
翕
は
余
と
襟
を

分
ち
し
從
り
後
に
、嘔

血

の

證

を

患

ひ
.今
や
殆
ん
ど
繩
食
し
、

惟
3
僅
に
酒
漿
を
嚥
で
以
て
性
命
を
繋

ぐ

と
、其
の
序
中
の
語
は

果
し
て
永
訣
と
成
れ
り
、維
筆
の
作
に
「云

ふ
,月
露
秋
容
嫩
く
.風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

軒
暮
色
敷
く
、少
聞
病
褥
を
離
れ
,俄
頃
書
梧
に
隱

る
、幽
澗
泉

聲

小
に
、遙
村
火
影
孤
な
り
、茲

よ

り
幾
日
を
經
ん
,轉
た
惜
し
む
此

の
宵

の
徂
く
を
」と
.凡

そ
人
の
病
.危
篤

に
至
れ
ば
、則
ち
必
す
全

く
放
心
し
て
人
事
を
省
み
す
,而
し
て
翕
の
詩
を
賦
す
る
や
精
神

自
若
と
し
て
、卒
仄
韻
頭

一
も
謬
ら
ざ

る
者

は
、深

く
以
て
人
心

を
感
ぜ
し
む
る
に
足
る
、翕
。叉

た
著
す
所
の
黄
葉
夕
陽
村
舍
詩
.

前
篇
は
既
に
世
に
行
は
れ
、後
篇
は
乃
ち
京
攝
の
書
肆
爭
ひ
霓
め

て
之
を
梓
に
す
、共
に
金
玉
の
撰
と
稱

す
、黄
葉
夕
陽
村
舍
と
は
.

翕
の
堂
號
な
り
。

雲
州
松
井
に
禪
檜
あ
り
.道
光
と
稱
す
4聽
松
庵
は
、其
號
な

り
.茶

山
翕
と
交
を
締
ぶ
こ
と
數
十

年

な

り
、翕
稱
し
て
曰
く
、大
潮
以



3弸

名

家
、詠
v櫻

云
、自

是

三

春

第

一
芳
、杏

桃

粗

俗

豈

爭
v光
、若

使
呂唐

山

生

瓦

樹

h牡

丹

丕

敢

僭
昌花

王
蓋

近

來

諸

家
、詠
昌櫻

花
一者

居

多
、其

獲
二珠

玉
一者

幾

少
、

詩

聖

堂

詩

話
、千

重

積

雪

無
レ融
v暖
、
一
簇

輕

雪

易
v

碎
V風
、自

負

日
、不
V愧

舌

人
「然

以
V余

觀

V之
、詩

佛

之

句
、唯

一
對

入
v妙
、其

餘

不
v足
v見

耳
、若

一道

光
財

頓

覺
昌趣

味

自

有
7紳
、余

亦

嘗

賦

七̀

律

一
首
一云
、可
v許

花

中

第

一
王
、偏

嫌
二春

雨

愛

"春

晤
h桃

紅

俗

態

元

成
v弟
、李

自

凡

粧

豈

競
v兄
、起
v霞

籠
v霞

爭
レ色

朶
、欲
v

呼

無
v語

迭
v香

情

、唐

山

若

用

扶̀

桑
一…辨
、不
v使
皿牡

丹

有

菖僭

名
嚇余

李

日

鼻

間

栩

栩

日
、扶

桑

詠
v櫻

者
、於
昌

絶

句
一則

逍

光
、於

葎

詩

一則

我

獲
昌其

粹
h末

句

倶

用

意

較

同

而

入
v妙

者
、豈

非
昌思

精

之

極
、鬼

紳

逋
7之

耶
、叉

道

光

渡
二硫

黄

洋

云
、帆

風

美

滿

海

天

長
、東

　
　
　
　
　
詩

由

堂
詩

話

來
の

一
名
家
な
り
と
、櫻
を
詠
じ

て
云

ふ
「自
か
ら
是
れ
三
春
第

一
の
芳
、杏
桃
粗
俗
豈
に
光
を
爭

は

ん

や
.若
し
唐
山
に
此
の
樹

を
生
ぜ
し
め
ば
.牡
丹
は
敢
て
花
王
と
僭
せ

す
」と
、蓋
、近
來
の
諸

家
.櫻

花

を
詠
す
る
者
居
多
な
り
、其
の
珠
玉
を
獲
る
者
は
幾
ん

ど
少
な
り
、詩
聖
堂
詩
話
に
、「千
重
の
積
雪
暖
に
融
く
る
無
く
.
一

簇
の
輕
雲
風
に
碎
け
易
し
」と
,自
員
し
て
曰
く
.古
人
に
愧

ぢ
す

と
,然
れ
ど
も
余
を
以
て
之
を
觀

る

に
.詩
佛
の
句
.唯
だ

一
對
妙

に
入
り
て
.其
の
餘
は
見
る
に
足
ら
ざ
る

の

み
.道
光
の
若
き
は
,

則

ち
頓
に
趣
昧
の
自
か
ら
禪
あ
る
を
覺

ゆ
.余
も
亦
た
嘗
C
七
律

一
首
を
賦
し
て
云

ふ
,「許
す
べ
し
花
中
第

一
の
王
,偏
に
春
雨
を

嫌

ふ
て
春
睛
を
愛
す
.桃

紅

は

俗
態
に
し
て
元
と
弟
と
成
る
、李

白
は
凡
粧

な

り

豈

に

兄

に
競

は
ん
や
、雷
を
起
し
霞
な
籠
め

て
色
を
爭
ふ
の
朶
.呼
ば
ん
と
欲
し
て
語

な

し
香
を
途
る
情
,唐

山
若
し
扶
桑
を
用
て
辨
ぜ
ば
、牡
丹
を
し
て
僭

名

有
ら
し
め
す
」

と
.余
、亭
日
鼻
聞
栩
々
と
し
て

曰

く
、扶
桑
に
て
櫻
を
詠
す
る
も

の
.繦
句
に
於
て
は
則
ち
道
光
、律
詩
に
於
て
は
則

ち

我
、其
の
粹

を
獲
た
り
、末
句
倶
に
用
意
較
}
同
じ
く
し
て
妙
に
入
る
も
の
は
、

豈
に
思
精
の
極
鬼
神
之
を
逋
す
る
に
非

す

や

と
、叉
た
道
光
,硫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五



……㎝㎝
…へ

蜘
り
0

む

　
　
　
　

日

本
詩

話
叢

書

望
萬硫

黄
一正

森

茫
、
一
睡

飛

逢

三

百

里
、推
v篷

前

島

是

周

防
、伯

州

道

中

云
、
蘭
路

春

風

族

服

輕
、前

峯

紅

旭

上
.薪

晴
百

櫻

花

外

山

如
〆沐
、入

向
昌黄

鶯

聲

裡
岫行
、謝
昌玉

木

氏

惠
7米

云
、荷

君

淦
v米

勸

加̀

喰
h使
昌

我

翻

忘
7有
v待
v煩
、歳

暮

天

塞

閭

里

遠
、免
7攀
錣

鉢
噌

立
呂門

門
門花

瓢

云
、顔

囘

作
二飮

器
「唐

球

代

詩̀

嚢
h吾

好

異
轟二

子
懸

v壁

活
昌群

芳
h委

婉

典

雅
、蟇
寫

妙

趣
h

而

深

入
昌宋

元

之
h堂

奧
輔

山

水

渺

邁
、風

景

奇

絶
、則

騷

人

陂

惑
、詩

情

澁

縮
、

古

今

皆

蠱

然
、余

李

日

欲
v脱
"免

篥

窟
一者
、年

既

巳

●

久
、毎
ジ遇

絶̀

勝
h必

心

思

劾

苦
、好

詩

佳

句
、弗
v得

弗
v

措

也
、凡

賦
v詩

者
、置
昌心

於

一
暦

上
h而

不
ゲ被
㌦景

色

拘

繋
哨則

可

也
、被

景̀

色

緊

縛
噴則

不

可

也
、古

人

云
、

上
昌太

山
鴎而

小
昌天

下
嚇此

其

義

所
v存
、雖
v有
昌兩

端
h詩

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

六

黄
洋
を
渡
る
に
云
ふ
、「帆
風
美
満
し
て
海
天
長

く
、東
、硫
黄
を
望

め
ば
正
に
森
琵
.
一
睡
飛
び
逢
ふ
三
百
里
、篷

を

推

せ
ば
前
島
は

是
れ
周
防
」と
.伯
州
道
中
に
云

ふ
.二

路
春
風
族
服
輕
し
、前
峯
の

紅
旭
、新
睛
に
上
る
、自
櫻
花
外
.山
、沐
す

る
が
如
く
.人
は
黄
鶯
聲

裡
に
向
つ
て
行
く
」と
。玉

木

氏

が
米
を
惠
ま
る
芝
を
謝
し
て
云

ふ
「荷
ふ
君
が
米
を
逸
つ
て
加
喰

を
勸

め
。我
を
し
て
翻
て
煩
を

待

っ
有
る
を
忘
れ
し
む
、歳
暮
天
寒
く
し

て
閭

里

逋

し
、鐵
鉢
を

撃
け
て
門
々
に
立
つ
を
免
る
」と
,花
瓢
に
云
ふ
「顏

囘
、飮
器
と
作

し
、康
球
詩
曩
に
代
ふ
、吾
が
好
は
二
子
に

異

り
、壁
に
懸
け
て
群

芳
を
活
す
」と
、委
婉
典
雅
、妙

趣

を
墓
寫
し
て
深
く
宗
元
の
堂
奥

に
入
る
。

山
水
渺
遞
に
し
て
風
景
奇
絶

な

れ
ば
、則
ち
騒
人
眩
惑
し
、詩
情

は
澁
縮
す
、古
今
皆
な
盡
く
然
り
、余

は
卒

日
此
の
窒
…窟
を
脱
せ

ザ

か

欲
す
る
者
年
曁

に
久
薙

勝
に
遇
毒

に
必
ら
、嬬

レ

　

思
刻
苦
し
て
、好
詩
佳
句
、得
す
ん
ば
搭
か
ざ

る
な

り
,凡
そ
詩
を

　

賦
す
る
者
は
、心
を

一
暦
上
に
置
き
て
、景

色

に

抑
繋
せ
ら
れ
ざ

　

れ
ば
則
ち
可
な
り
、景
色
に
緊
縛
せ
ら
る

れ

ば

則
ち
不
河
な
り
.

　

古
人
云
ふ
、太
山
に
上
つ
て
天
下
を
小

と

す

と
、此
れ
其
の
義
の

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あヰ

ド

　

存
す
る
所
は
兩
端
あ
り

と

雖

も
、詩
魂
の
遊
ぶ
所
は
,此
の
如
く

』



3銅

～～軸～　 魂

之

所
v游
、不
v如
v此
、則

不
v星

以

爲
詩

人
一也

巳
。

頼

春

水

有
L
一
弟
鴨仲

杏

埣

爲
も
巴
宰
h季

春

風

業
v醫
、

藝

州

人

謂
之

三

傑
h共

有
温儒

雅

詩

賦

之

妙
h兼

善
v

書
、春

水

五

絶

云
、竝

蔕

花

何

處
、近

在
昌鴛

鴦

傍
嚇欲
・

宋

采

不
ゾ得
、恐

驚
昌起

鴛

鴦
h淀

舟

口

占

云
、獨

聽

闇

舟

裡
、話

談

各

異
v倫

桑

麻

田

舍

漢
、華

柳

上

都

人
、

寄
昌家

君

及

萬
一云
、扶
v老

將
v探
v勝
、芳

山

久

有
γ期
、裁
v

書

寄
昌風

便
「檢
v暦

計
轟花

時
『鳩

杖

翕

應
γ健
、奚

嚢

弟

只

膸
、分

明

前

夜

夢
、堂

上

拜
工厖

眉
n杏

泙

行

郡

雜

詩

云
、邑

官

講
v利

策

無
v遺
、迂

拙

我

曹

何

所
v爲
、自

険

書

生

餘
舊

態
h牛

思

民̀

苦

牛

思
7詩
、鎭

臺

遠

山

公

有
v旨
、使
墨余

縱
觀

唐

山

紅

毛

兩

館
ハ唐

船

主

劉

培

原
、歡

迎

置

酒
、同

船

陸

品

三

善
v書
、爲
レ余

揮
レ筆

染
書

數

十

紙
ハ皆

袖

而

歸
、靈

公

之

賜

也
、恭

賦
二

　
　
　
　
　
詩

山
盈

詩

話

な
ら
す
ん
ば
以
て
詩
人
と
爲
す
に
泉
ら
ざ
る
な
り
。

頼
春
水
に
二
弟
あ
り
,仲
は
杏
泙
と
い
ひ
邑
宰

と
爲

り
、季
は
春

風
と
い
ひ
醫
を
業
と
す
、藝
州
の
人
、之
を
三
傑

し
・謂

ふ
、共
に
儒

雅
詩
賦
の
妙
あ
り
、兼

ね

て
書
を
善
く
す
、春
水
の
五
絶
に
云
ふ
、

「竝
蔕
花
何
れ
の
處
ぞ
、近
く
鴛
鴦
の
傍
に

在

り
、榮
ら
ん
と
欲
し

て
架
り
得
す
、恐
ら
く
は
鴛
鴦
を
驚
起

せ

ん
」と
.淀
舟
口
占
に
云

ふ
「獨
り
聽
く
闇
舟

の

裡
、話
談

各
}
倫
を
異
に
す
、桑
廠
田
舍
の

漢
、華
柳
上
都
の
人
」と
、家
君
及
び
萬
に
寄
す
る
に
云

ふ
「老
を
扶

け
て
將
に
勝
を
探
ら
ん
と
す
、芳
山
久
し
く

期

あ

り
、素
を
裁
し

て
風
便
に
寄
せ
、暦
を
檢
し
て
花
期

を
計

ふ
,鳩
杖
翕
應
に
健
な

る
べ
し
、奚
嚢
弟
只
だ
隨

ふ
、分
明
な
り
前
夜

の

夢
、堂
上
に
厖
眉

を
拜
す
」と
、杏
岼
の
行
郡
雜
詩
に

云

ふ
「邑
官
利
を
講
し
て
策
遺

す
無
し
、迂
拙
我
が
曹
ら
何

の
爲
す
所
ぞ
、自
か
ら
映
ふ
書
生
の

舊
態
を
餘
す
を
、牟
は
民
苦
を
思
ひ
孚
は
詩

を
思

ふ
」と
.鎭
臺
蓬

山
公
旨
あ
り
て
余
を
し
て
唐
山
紅
毛
の
兩
館
を
縱
覽

せ
し
む
.唐

船
主
劉
培
原
、歡
迎
し
て
置
酒

す
、同
船
の
陸
品
三
、書
ル
善

丶
す
,

余
の
爲
め
に
筆
を
揮
ひ
書
數

十

紙

を

染

む
.皆
な
福
に
し
て
鋪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七



弸3

　
　
　
　
　
日

本
詩

話

叢
書

律
「奉
皇

執

事
噛云
、千

棟

長

樓

四

面

藩
、來

遊

牛

日

別

乾

坤
、異

宜

竝

執

東

西

禮
、待

譯

始

逋

賓

主

言
、

毎

柱

新

聯

懸
草

隷
、滿

盤

簇

釘

列
昌鷄

豚
h風

流

不
v

管

奸

闌

事
、梱
昌戴

瓊

瑤
一出
齲館

門
n謝
蕊石

崎

士

齊

惠
昌

詩

畫
一云
、瓊

浦

文

人

鬱

作
v園
、風

流

温

籍

似
v君

稀
、

痩

尖

時

弄

青

羊

筆
、輕

暖

何

求

銀

鼠

衣
、詩

賊

三

鍮

寧

效
v咎
、畫

家

六

法

巳

傳
v微
、相

思

他

日

須
披

翫
h好

句

薪

圖

迭
二我

疑

余

偶

客
部藝

陽
h訪
昌杏

圷
皇

昌

一
緯

云
、知

君

閑

地

事

無
v煩
、笑

對

盤

肴

酒

一
樽
、

霜

夜

貪

看

滿

林

月
、時

聞

松

子

落
邑松

門
h春

風

夜

發
一廣

府
一赴
昌宮

隲
一云
、月

落

城

頭

參

巳

横
、篷

問

一

夢

在
昌蓬

瀛
ハ須

臾

假

境

成
昌眞

境
h紫

府

丹

臺

曙

色

明
、杏

埣

村

行

云
、城

外

薫

風

十

里

餘
、午

鷄

聲

近

入
轟田

閭
「會

集

蠻

童

何

事

業
、主

翕

憑
v兀

寫
昌村

書
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

る
、寔

に
公
の
賜
な
り
、恭
し
く

一
律
を
賦
し
て
執
事
に
奉

呈

す
,

云
ふ
「千
棟
の
長
樓
四
面
の
藩
,來
り
遊
ぶ
牛
日
別

乾

坤
、異
宜
竝

に
執
る
東
西
の
禮
、待
譯
始
め
て
逋
す
賓

主
の
言
、毎
柱
の
新
聯
.

草
隷
を
懸
け
、満
盤
の
簇
釘
鷄
豚

を
列

す
.風
流
は
管
せ
す
奸
闌

の
事
に
、瓊
瑤
を
梱
載
し
て
館
門
を
出
づ
」と
、石
崎

士
齊
が
詩
叢

を
惠
ま
れ
し

を
謝
す
る
に

云

ふ
「瓊
浦
の
文
入
鬱
と
し
て
園
を

作
し
、風
流
温
藉
君
に
似

た

る
は
稀
な
り
、痩
尖
時
に
弄
す
青
羊

筆
、輕
暖
何
ぞ
求
め
ん
銀
鼠
衣
、詩
賊
三
偸
寧
ぞ
咎
に
效
は

ん

や
、

書
家
六
法
正
に
微
を
慱
ふ
、相
思
ば
他
日
須

く
披
翫

す

べ

し
、好

句
新
圖
我
歸
を
途
る
」と
、余
偶
≧
藝
陽
に
客

た

り
、杏
坪
を
訪
ひ
.

一
繦
を
呈
す
、云
ふ
「知
る
君
か
閑
地
事
煩

な

き
を
、笑
て
對
す
盤

肴
酒

一
樽
、霜
夜
貪
り
看
る
滿
林
の
月
、時

に

聞

く
松
子
の
松
門

に
落
つ
る
を
」と
.
春
風
の
、夜
、廣
府
を
發
し

て
宮
陪
に
赴
く
に
云

ふ
「月
落
ち
て
城
頭
參
已
に
横
嫉
み
.篷
間

の

一
夢
蓬
瀛
に
在

り
。

須
臾
の
假
境
眞
巉
と
成
る
、紫
府
丹
臺
曙
色

明

な
り
」と
、杏
岼
の

村
行
に
云
ふ
「城
外
の
薫
風
ヤ
里
餘
革
卜鷄
聲
近
く
田
閭
に
入

る
.

會
集
の
蠻
童
何
の
事
業
ぞ
い
主
翕
は
几
に
憑
り
て
村
書
を
嶌

す
」



3螂

和
二長

川

氏

見
v寄

韻
一云
、三

山

碧

海

渺

相

思
、萬

里

一
聲

傳

好̀

詩
嚇蜑

雨

蠻

烟

碕

港

外
、高

飛

憾

鶴

想
一

風

姿
h風

味

清

雅
、品

調

各

適
、眞

逼

乎̀

宋

元

諸

家

下
吋
脚
・轍
、襁

二駄

軸
餌

譌
、戦
一醇
。作
ソ

廻

文

詩

以
呂坡

老

七

絶

數

詩
鴨爲
v最
、而

其

他

未
v見
昌

趣

意

作

法

悉

粂

備

煮

崎

陽

臼

龍

道

人
、西

勝

寺

住

僧
、老

齢

矍

鑠
、性

耽
一崘

咏
h頗

得
二此

體
齢矣
、春

夜

云
、茶

鼎

烹
昌閑

室
h笑

談

入
コ古

今
n花

前

風

細

細
、月

裏

霧

陰

陰
、鴉

宿

知
昌林

近
麗

鳴

思
二澗

深
h紗

窓

對
."

靜

夜
覺

v睡

且

成
v栓

冠

履

.韻

頭

確

然

備
、風

境

趣

味

爽

然

而

至
、此

其

難
v裁
、不
赤

宜
h哉
、今

存

以

廣
銘

流

傳
嚇余

亦

嘗

賦
一雨

後
哺云
、忙

中

閑

處

在
彪哈

行
h雨

歇

昏

天

日

色

晴
、長

水

春

川

青

瀲

瀲
、楊

花

簸
v雪

亂

輕

輕
、
一
日

訪
昌自

龍

道

人
h呈
鄭七

絶

.一
首
一云
、街

　
　
　
　

詩

出
堂

詩

話

氏
の
寄
せ
ら
る
る
韻
を
和
す
る
に
云
ふ
「三
出
碧
海
渺
と
し
て
相

思
ふ
、萬
塁

{
聲
好
詩
を
傳
ふ
.蜑
雨
蠻
烟
碕

港

の
外
、高
飛
の
僊

鶴
風
姿
を
想
ふ
」と
、風
味
清
雅
に
し
て

品

調

各
虫
遖
ふ
、眞
に
宋

元
諸
家
の
下
に
逼
る
。

廻
文
の
詩
は
坡
老
の
七
繩
數
詩
を
以
て
最

と
爲
す
.而
し
て
其
他

未
だ
趣
意
作
法
の
悉
く
粂
備
す
る
者
を
見
す
、崎
陽
の
白
龍
道
人

は
西
勝
寺
の
住
僭
に
し
て
、老
齡
矍
鑠
た
り
、性
吟
咏
に
耽

り
,頗

る
此
の
體
を
得
た
り
、春
夜
に

云

ふ
「茶
鼎
閑
室
に
烹
て
、笑
談
古

今
に
入
る
、花
前
風
細
々
、月
裏

霧

陰
々
、鴉
は
宿
し
て
村
の
近
き

を
知
り
、鹿
は
鳴
き
て
澗

の
深
き
を
思
ふ
、紗
窓
静
夜
に

封

し
.睡

を
覺
し
て
且
つ
唸
を
成
す
】と
、冠

履

の

韻
頭
確
然
と
し
て
備
は

り
、風
境
趣
味
爽
然
と
し

て

至

る
、此
れ
其
の
裁
し
難
き
も
亦
た

宜
な
ら
す
や
、今
存
し
て
以
て
流
傳

を
廣

む
、余
も
亦
た
嘗
て
雨

後
を
賦
し
て
云
ふ
「忙
中
の
閑
處
は
喰
行

に

在

り
、雨
は
歇
ん
で

昏
天
日
色
晴
る
.長
水
春
川
青
瀲
々
、楊
花
雪
を

簸

し

て
亂
れ
て

輕
々
」と
、
噌
日
白
龍
道
人
を
訪
ひ
,七
繦

一
首
を
呈
し
て
云

ふ
「街

中
講
を
費
り
て
日
西
に
斜
な
り
、旁
午
多
情
家
に
在

る
こ

と

少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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日

本
詩

話
叢

書

中

賣
・講

日

西

斜
、旁

午

多

情

少
レ在
v家
、堪
γ羨

梨

園

閑

隱

士
、貪
昌看

雪

樣

滿

天

花
刈

龜

井

道

載
、號
昌南

冥
h淹

逋

博

雅
、詩

文

太

富
、學

慕
呂

明

風
ハ磊

瑰

驚
v人
、七

言

云
、苞

樓

星

下

野

橋

東
、數

處

塞

梅

烟

月

中
、未
v審

玄
洋

鳴

徹
v曉
、不
ソ爲
一大

雪
一

定

颱

風
、叉

云
、孤

舟

蒼

海

駕
鴻

蒙
芙

盡

東

南

一

碧

室
、風

正

征

帆

夜

不
v泊
、防

長

山

水

月

明

中
、謝
轟

草

雄

介

惠
昌朝

鮮

木

綿

云
、藍

島

曾

迎

韓

使

舟
、儒

曹

法

服

木

綿

裘
、君

今

持

贈

何

情

況
、千

載

風

雲

威
昌舊

遊
題

昌東

洞

翕

像
一云
、東

洞

先

生

老

學

醫
、經

方

組

述

漢

張

機
、春

秋

七

十

窮

逾

固
、弟

子

三

千

信

且

疑
、萬

病

有
レ源

惟

一
毒
、私

言

雖
v好

奈
枩

義
一

英

雄

心

事

獪

堪
v思
、目

睫

依

然

鸞

鳳

姿
、赤

城

義

士

墓

下

作

云
、英

雄

一
死

勿

毛

鰌
、忠

勇

憐

他

殲
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

し
、羨
む
に
堪

へ
た
り
梨
園

の
閑

隱
士
、雪
樣
滿
天
の
花
を
貪
り

看
ゑ

と
。

龜
井
道
載
は
南
冥
と
號
す
、淹

逋
博

雅
に
し
て
詩
文
太
だ
富
む
、

學
は
明
風
を
慕
ひ
磊
碗
、人
を
驚

か
す
、七
言
に
云
ふ
「苞
樓
星
下

野
橋
の
東
、數
處
の
寒
梅
烟
月
の
中
、未

だ

審

に
せ
す
玄
洋
鳴
て

曉
に
徹
す
、大
雲
と
な
ら
す

ん
ば
定
め
て
颱
風
な
ら
ん
」と
.叉
た

云
ふ
「孤
舟
蒼
海
鴻
蒙

に
駕
す
、天
盡

き

て
東
南

一
碧
の
塞
、風

正
ふ
し
て
征
帆
夜
泊
せ
す
、防
長
の
山
水
月
明

の
中
」と
、草
雄
介

の
朝
鮮
木
綿
を
惠
ま
る
ゝ
を
謝
す
る
に
云
ふ
「藍
島
曾
て
迎
ふ
韓

使
の
舟
、儒
曹
の
法
服
木
綿
裘
、君

は

今

持

膾

す

何
の
情
況
ぞ
、

千
載
の
風
雲
舊
遘
に
感
す
」と
.東

洞

翕
の
像
に
題
し
て
云
ふ
「東

洞
先
生
は
老
墨
醫
,經
方
組
述
す
漢

の

張

機
、容
秋
七
十
窮
し
て

逾
聖
固
く
弟
子
三
千
信
じ
て
且

つ
疑
ふ
、萬
病
に
源
あ
り
惟
だ

一

毒
.私
言
好
し
と
雖
も
公
義
を

奈

せ
ん
、英
雄
の
心
事
猶
ほ
思
ふ

に
堪

へ
た
り
.目
睫
依
然
た
り
鸞
鳳

の

姿
」と
、赤
城
義
士
墓
下
の

作
に
云
ふ
「英
雄

一
死

羽

毛

鰌
し
、忠
勇
憐
む
他
の
國
讎
を
殱
す

を
、幾
歳
か
共
に
嘗
む
句

踐

の
膽
、牟
宵
爭
ひ
酌
む
月
支
の
頭
.寧



3螂

國

讎
h幾

歳

共

嘗

句

踐

膽
、牛

宵

爭

酌

月

支

頭
、寧

言

能

敵

人̀

紳

愾
h恰

好

粂

休
昌廊

廟

憂
(來

弔

悲

風

荒

艸

夕
、秋

深

四

十

七

墳

丘
、赴
昌瓜

生

野

途

中

有
ソ

威

云
、世

事

縱

横

似
昌亂

麻
嚇栖

栖

無
畠日

弄
昌年

華
嚇江

城

畫

晤

常

多
v雨
、山

樹

春

寒

未
v見
v花
、曾

慣
昌雲

遊
一

凌

海̀

上
h徒

敏
昌霞

想

滿
昌天

涯
ハ肩

輿

偶

出

封

疆

外
、

興

廢

關
v情

舊

識

家
、訪
草

雄

介

廬

云
、醉

攀
垂

柳

繋
驟

鰡
嚇書

館

蕭

然

野

水

頭
、邀
v我

欲
〆傾

千

斛

酒
、

避
v人

誰

假

一
丘

幽
、朝

披
昌慧

帳
噛雲

生
v席
、夕

溶
昌蘭

湯
一月

滿
v樓
、別

有
呂陽

春

秉

絶̀

唱
h芳

聲

應
一更

莵

園

流
ハ語

氣

豪

爽
。境

致

渾

戌
、眞

慷
昌明

家

之

口

吻

矣
、」

博

多

宗

滬

寺

主
、幻

庵

上

人
、龜

南

冥

之

弟
、青

年

善
v詩
、太

宰

府

雜

詠

云
、池

水

廻

逋

廟

路

中
、
一
橋

如
v砥

一
一
橋

虹
、朝

來

滿

掬

投
二芳

餌
ハ無

數

金

鱗

西

　
　
　
　

詩

山
堂

詩

話

ぞ
言
は
ん
や
能
く
人
紳
の
愾

に
敵

す

と
.恰
も
好
し
秉
て
廊
廟

の
憂
を
休
む
、來
の
弔
ふ
悲
風
荒

草

の

夕
、秋
は
深
し
四
十
七
墳

丘
」と
、瓜
生
野
に
赴
く
途
中
感
あ
り
.云

ふ
「世
事
縱
横
亂
麻
に
似

た
り
,栖
々
日
と
し
て
年
華

を

弄
す
る
無
し
、江
城
晝
は
暗
く
し

て
常

に

雨

多

く
、山

樹

春
は
寒
く
し

て
未
だ
花
を
見
す
、曾
て

雲
遊
に
慣
れ
て
海
上

を
凌

ぎ
、徒
ら

に
霞
想
を
し
て
天
涯
に
満

た
し
む
,肩
輿
偶
ま
く

出
づ
封

疆

の

外
、興
廢
情
に
關
す
舊
識

の
家
」と
.草
雄
介
の
廬
を
訪

ふ
に

云

ふ
「醉

ふ
て
垂
柳
を
攀
ぢ
て

騨
鰡
を
繋
ぐ
,書
館
蕭
然
た
り
野

水

の

頭
、我
を
邀

へ
て
傾
け
ん

と
欲
す
千
斛
の
酒
,人

を

避

け
て
誰

か
假
さ
ん

圃
丘
の
幽
、朝
に

葱
帳
を
披

い
て
雲
,席
に

生
じ
、
夕
に
蘭
湯
に
浴
し
て
月
、樓
に
滿

つ
、別
に
陽
春
と
絶
唱

と

あ
り
、芳
馨

は
應
に
更
に
莵
園
に
流
る

べ

し
」と
、語
氣
豪
爽
に
し
て
境
致
渾
成
な
り
、箕
に
明
家
の
口
吻

に
憾
ふ
。』

博
多
の
宗
福
寺
の
主
幻
庵

上

人

は
、龜
南
冥
の
弟
な
り
、青
年
に

し
て
詩
を
善
く
す
、太
宰
府

の
雜
詠

に

云

ふ
「池
水
廻
逋
す
廟
路

の
中
、
哄
橋
.砥
の
如
く
二
橋
は
虹
、
朝
來
滿
掬
芳
餌
を
投
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=



}.一宀

粥3

　
　
　
　
　
日

本

詩
話
叢

書

又

東
、春

曉

云
、林

肩

夜

靜

伜
〆花

眠
、夢

落

江

南

緑

水

邊
、二

十

四

橋

行

欲
v盡
、黄

鵬

喚

起

曉

窓

前
、余

曾

遊
騒
肌
紫
一之

時
、某

生

偶

齎
鷁此

數

詩
白

、師

之

沒

也
、既

在
昌數

年

前
h子

若

傳
昌之

不

朽
叫則

其

功

徳

不
昌

亦

大
一哉
、依

提

出

以

録
、叉

見
端某

家

所
ゲ藏

上

人

初

出
v家

圖

席

上

走
v筆

題

云
、鷄

足

詩

僭

行
v道

畭
、緇

衣

背

負
二

嚢

尉
、俗

事

胸

中

無
】蔕

芥
h雲

.山

到

處

是

吾

家
。

龜

井

旻
、字

元

鳳
、號
砲

陽
[明

經

博

吏
、其

著

書

巳

等
v身
、余

一
日

訪
昌元

鳳
h席

上

呈
モ

絶
↓云
、蜚
ソ譽

知

子

筑

前

珍
、藝

苑

談
v經

絶
昌比

倫
「別

有
隠芝

蘭

秉
昌玉

樹
h滿

堂

薫

得

去

來

人
、昭

陽

竹

贊

云
、竹

使

人̀

冷
「

人

使
昌竹

清
ハ不
v夜

迎
v月
、無
v風

遞
v聲
、山

陽

千

古
、其

人

如
γ生
、題
海

棠

圖
一云
、染
"我

春

風

筆
門灑
乏

妙

盡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

無
數
の
金
鱗
西
又
東
す
』と
.春
曉
に

云

ふ
『林
肩
夜
は
靜
に
し
て

花
を
拌
ひ
て
眠
れ
ば
、夢
は
落
つ
江
南
緑

水

の

縫
,二
十
四
橋
行

く
ノ
丶
蠱
き
ん
と
敏
す
、黄
鸛
喚
び
起
す
曉
窓

の

前
』と
、余
曾
て

筑
紫
に
遯

ぶ
の
時
に
、某
生
偶
ま
く

此
の
數
詩
を
齎
ら
し
て

曰
く
、師
の
沒
す
る
や
既
に
數
年
前

に

在

り
、子
若
し
之
を
不
朽

に
傳

へ
ば
則
ち
其
の
功
徳
も
亦
た
大
な
ら
す
や
と
、依
鉄
て
提
禺

し
以
て
録
す
、又
た
某
家
に
藏
す
る
所
の
上
人
初
め
て
家
を
出
つ

る
の
圖
を
見
て
.席
上
に
筆
を
走
ら
し
題
し

て

云

ふ
「鷄
足
の
詩

曾
は
道
を
行
く
こ
と

蜍
か
に
、緇
衣
背

に

一
嚢
を
員
ひ

て
斜

な

り
、俗
事
胸
中
に
蔕
芥
な
し
.雲
山
到
る
處
是
れ
吾
が
家
」と
。

龜
井
旻
字
は
元
鳳
、昭
陽
と
號
す
、明
經
博
史

な

り
、其
の
著
書
已

に
身
に
等
し
.余
は

一
B
元
鳳

を
訪

ひ
.席
上
に
七
絶
を
呈
し
て

云
ふ
「譽
を
輩
し
て
知
る
子
が
筑
前
の
珍

な

る

を
、藝
苑
に
經
を

談
じ
て
比
倫
を
絶
す
.別
に
芝
蘭
と
玉
樹
と
有
り
、満

堂
薫

し
得

た
り
去
來
の
人
」と
、昭
陽
の
竹
の
贊
に

云

ふ
「竹
は
人
を
し
て
冷

な
ら
し
め
,入
は
竹
を
し
て
溶
か
ら
し
む
、夜

な

ら

す
し
て
月
を

迎

へ
、風
な
く
し
て
聲
を
迭
り
、山
陽

千

古
.其

人

生
け
る
が
如

し
」と
,海
棠
の
圖
に
題
し
て
云

ふ
「我
が

春
風
の
筆
を
染
め
て
、之



0
ゆ卿

傍
h果

然

花

葉

動
、吹

起

一
堂

香
、蘭

贊

云
、石

無
ゾ求
二

于
蘭
ハ蘭

豈

求
昌于

石
ハ
一
薫
二

峻
、相

親

無
〆逆
、幽

人
之

心

如
・鏡
、物

至

而

適
、是

以

上

爲
}風

月

之

友
h下

爲
"

山

水

之

客
h寄
鳳

嶺

山

人
嚇云
、峨

眉

天

際

一
峯

懸
、

下

有
昌眞

人
一意

豁

然
、是

爲
毘形

骸

回
}

木
h能

令
菖丘

壑

著
昌風

煙
h詩

雖
v非
"本

色
h風

趣

自

有

萌

人

之

顰

蹙
一焉
、其

弟

泰

壯

者
、業
儒

醫

寓
鄭太

宰

府

街

虫

余

偶

訪

訊
、上
昌下

議

論
百

以

繼
v燈
、泰

壯

席

上

賦
主

緝

云
、關

東

雖
邀

遠
麦

宇

有
v朋

來
、此

日
眞

奇

會
、

古

今

衝
・
口
陳
、又
讀
二西

行

和

歌
一作

云
、莫
v對
ゴ
愁

時

月
唱何

爲

叉

泣
v人
、袖

襟

珠

耐
γ掬
、自

怪

涙

痕

頻
、造

詣

拔
・凡
、聲

調

悉

備
、余

亦

席

上

呈
二

詩
}云
、數
F米

爲
v炊

簡
v髪

梳
、怪

君

功

業

不
レ終
ド譽
、願

將

鵬̀

鳥

圖

南

意
奮

二出

名

聲

上

太̀

虚
叫

謬

ー

を
妙
叢
の
傍

に

灑

ぐ
、
果
然
花
葉

動
き
、吹
き
起
す

一
堂
の
香
〕

と
、蘭

の
贊

に
云

ふ
「石
は
蘭
に
求
む

る
こ
と
無
し
、蘭
豈
に
石

に

求

め

ん

や
.
一
薫

一
峻
、相
ひ
視
て
逆

ふ
こ
と

無
し
、
幽
人
の

心
は
鏡
の
如
く
.物
至
り

て
適

す
、是
を
以
て
上
は
風
月
の
友
と

爲
り
、下
は
山
水
の
客
と
爲

る
」と
、鳳
嶺
山
人

に

寄
せ
て

云
ふ

「峨
眉
天
際

一
峯
懸
る
、下
に
眞
入
あ
り
意
谿
然

た

り
。是
れ
形
骸

の
土
木
に
同
じ
き
が
爲
め
に
、能
く
丘
壑
を
し
て
風
煙
を
著
け
し

む
」と
、詩
は
本
色
に
非
す
と
雖
も
、風
趣

は
自
か
ら
明
入
の
顰
蹙

有
り
、其
の
弟
泰
壯
は
儒

醫

を
業

と
し
て
太
宰
府
の
街
中
に
寓

す
、余
,偶
ま
く

訪
訊
し
て
…議
論
を
上

下

し
.日

に
以
て
燈

を

繼

ぎ

た
り
、泰
壯
は
、席
上
に
五
絶
を
賦
し
て
云
ふ
「關
東
は
逖
邏

な
り
と
雖
も
,文
字
朋
あ
り

て
來
る
、此
の
日
眞
に
奇
會
な
り
.鴨堕
ゆ
、

今
口
を
衝
い
て
陳
す
τ
、叉

た

西
行
の
和
歌
を
讀
む
の
作
に
云

ふ
『愁
時
の
月
に
對
す
る
莫

く

ん

ば
、何
爲
れ
ぞ
又
た
人
を
泣
か
-

し
め
ん
.袖
襟
、珠
.掬
す
る
に
堪

へ
た

り
,自

か
ら

怪
し
む
涙
痕

の
頻
り
な
る
を
」と
、造
詣
.凡
に
拔
け
.聲
調
悉
く
備
は
る
、余
も
亦

た
席
上
に

一
詩
を
呈
し
て
云
ふ
「米
を
數

へ
て
炊
を
爲
し
髪
を
簡

ん
で
梳
る
、怪
し
む
君
が
功
業
譽
を

終

へ
す
、願
は
く
ば
鵬
鳥
圖

南
の
意
を
將
つ
て
.名

聲

を
奮

出

し

て

太

虚

に

上

ら
ん
こ

と
生

と
。

隔
三
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日

本
詩

話
叢

書

丈

字

華

美
、則

情

意

或

無
昌餘

蘊
嚇情

意

餘

蘊
、則

文

字

或

無
昌華

美
h是

近

時

通

癖
、余

偶

讀
昌宋

三

家

集
「

其

詩

各

有
}得

失
"焉
、石

湖
・誠

齋
、專

懋

華̀

美
h或

鮮
一

餘

蘊
h放

翕

壹

事
昌餘

蘊
ハ或

鮮
昌華

美
一能

適
昌其

權

錘
h

而

品

調

更

進
呂
一
層
一者
、獨

以
東

坡

翕
麟爲
v然

也
、今

時

詩

客
、徒

奪
昌崇

束

坡

及

三

家
暗如
一拱

璧
而

未
v知
v

有
昌彼

此

軒

輊
嘱
故

其

言

多

繍
レ錦
、字

或

綴
"玉
、喩
昌之

妖

嫦
h巧

笑

求
v售
、稍

無
嵩情

實
h若

夫

淑

女

窈

窕
、假

粧
昌美

艷
h則

始

可
昌與

議
一已
。

瓊

浦
、長

川

氏
、號
'醉

月
h學
乱
詩
吉

村

迂

齋
h與
v余

屡

有
昌風

月

之

談
ハ題
遠

山

公

詩

卷

後
鴎云
、仙

家

詩

卷

落
昌人

間
h険

罷

胸

中

不
昌等

閑
ハ筆

底

收

來

海

外

勝
、

蝦

夷

絶

島

朝

鮮

山
、寄
讖示

余

作

云
、問
ソ余

何

處

結
`

茅

廬
嚇答

謂

西

山

三

里

餘
、祗

樹

林

過

超
=

徑
ハ溪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
四

文
字
華
美
な
れ
ば
則
ち
情
意
或
は
餘
蘊

な
し
、情
意
餘
蘊
あ
れ
ば

則
ち
文
字
或
は
華
美
な
し
.是

れ

近

時

の
逋

癖

な
り
,余
偶
ま

く

宋
の
三
家
の
集
を
讀
み
し
に
、其
の
詩
は
各
≧
得
失
あ
り
、石

湖
誠
齋
は
専
ば
ら
華
美
を
懋
め
て
或
は
餘

蘊
鮮
な
く
.放
翕
は
堂

に
餘
蘊
を
主
と
し
て
或
は
華
美
鮮
し
、能

く
其

の
權
錘
に
適
し
て

品
調
更
に

一
暦
を
進
む
者
は
獨
り
束
坡
翕

を
以
て
然
り
と
爲
す
.

今
時
の
詩
客
は
徒
ら
に
東
坡
及
び
三
家

を
算
崇

す
る
こ
と
拱
璧

の
如
く
に
し
て
,未
だ
彼
此
軒
輊
あ
る
を

鄭

ら
す
、故
に
其
の
言

多
く
は
錦
を
繍

し
、字

或

は
玉
を
綴

る
、之
を
妖
姨
に
喩
ふ
に
、巧

笑
し
て
讐
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
も

稍
、
情

實

な

し
、若

し

夫
れ

淑
女
の
窈
窕
に
し
て
假
に
美
麗
を
粧
は
ば
、則
ち
始
め
て
與
に
議

す
べ
き
の
み
。

瓊
浦
の
長
川
氏
は
醉
月
と
號
す
、詩
を
吉
村
迂
齋

に
學

び
.余
と

屡
量
風
月
の
談
あ
り
.逹
山
公
詩
卷
の
後
に
題
し
て
云

ふ
「仙
家
の

詩
卷
人
聞

に
落

つ
、喰
罷
ん
で
胸
中
等
閑
な
ら
す
、筆

底

收

め
來

る
海
外
の
勝
、蝦
夷
繩
島
朝
鮮
の
山
」と
、余

に

寄
示
す
る
作
に
云

ふ
『余
に
問
ふ
何
れ
の
處
に
か
茅
鷹
を

結

ぶ
と
、答

へ
て

謂
ふ
西

山
三
里
餘
、祗
樹
林
過
ぎ
て

一
徑
を
超

へ
、溪

橋

渡

り
蠱
し
て
吾



3蚋
触

橋

渡

盡

有

吾̀

居
h境

致

清

幽
、殊

出
一薪

裁

余

寄
一
一
一

絶
一云
、天

爵

偏

嫌

人

爵

煩
、卜
v居

數

歳

在
昌山

村
両

村

卻

有
嵩秋

來

嘗
旦
樹

樹

錦

堆

貧

士

門
、頗

漏
乱醉

月

之

幽

事
h醉

月

叉

示
・詩

日
、此

是

先

師

迂

齋

翁

之

作

也
、迂

齋
、正

隆

之

號
」入

能

知
躍其

名
嚇瓊

江

舟

行

云
、三

十

六

灣

灣

接
レ澱
、扶

桑

西

襤

白

雲

間
、青

天

萬

里

非
v無
v國
、
一
髪

晴

分

呉

越

山
、長

相

思

一
曲
、

寄
昌清

人

黄

定

市

云
、水

盈

盈
、思

盈

盈
、人

在
昌仙

樓
一

遙

寄
レ倩
、唯

聞

龍

笛

聲
、秋

雲

清
、秋

雲

清
、對
昌此

江

天

夜

月

明
h爲
v君

睡

不
v成
、叉

長

相

思

一
曲
、淦
襲
心

五

城

歸
二仙

害
罕
云
、雲

漫

漫
、水

漫

漫
、地

濶

天

長

來

往

難
、與
v君

今

會
v言
、乍

交

歡

乍

失

歡
、自

謂

蓬

莢

降

謫

仙
、無

心

…滯

世

間
唱清

趣

悠

遠
、品

調

特

隆
、蓋

填

詩

之

盛
、防
謡子

迂

齋

翁
門嘗

聞

菅

茶

山

翕
、亦

欲

　

　

　

　
詩
山

堂
詩

話

が
居
あ
り
」と
.境
致
清
幽
、殊
に
新
裁
を
出
だ
す
、余
、
心
繦
を
寄
せ

て
云
ふ
、天
爵
は
偏
に
嫌

ふ
人

爵

の
煩
を
.居
を
ト
し
て
數
歳
山

村
に
在
り
、山
村
卻
て
秋
來
の
富

あ

り
.樹
々
錦
は
堆
す
貧
士

の

門
」と
、頗
る
醉
月
の
幽
事
を
漏
ら
す
、醉
月

叉

た
詩
を
示
し
て
曰

く
.此
れ
は
是
れ
先
師
迂
齋
翁

の
作

な
り
と
、迂
齋
は
正
隆
の
號

に
し
て
,人
能
く
其
の
名
を
知
る
,瓊
江
舟

行
に
云
ふ
「三
十
六
灣
,

灣
濠
"
に
接
す
、扶
《.鵜
西
に
盡
く
自
雲
の
間
、青
天
萬
里
國
な

き

に

非
す
、
一
髮
晴
は
分
る
茣
越
の
山
」と
、長
相
思
の

一
曲
、清
人
黄
定

甫
に
寄
す
る
に
云
ふ
「水
は
盈
々
、思
は
盈

々
、人
は
仙
樓
に
在
り

　

　

　

　

一

て
遙
か
に

情
を
寄
す
、唯
だ
聞
く
蘢
笛
の
聲
、秋
雲
清

く
、秋
雲
清

し
、此
の
江
天
夜
旦

脚
に
對
し
て
、君
が
爲

め
に
睡
成
ら

す
」と
,叉

長
相
思

一
曲
.憲
五
城
か
仙
臺
に
歸
る
を
迭
る

に

云

ふ
「雲
は
漫

々
水
は
漫
々
、地
擱
く
天
長
く
來
往
難
し
、君

と

今
言
を
會
す
。乍

ち
交
歡
し
乍
ち
失
歡
す
、自
か
ら
謂
ふ
蓬

莱

降

謫
の
仙
、無
心
世

間
に
滯
る
」と
.清
趣
悠
遠
レに

し
て
、品

調

特
に
隆
し
,蓋
、填
詩
の

盛
は
、迂
齋
翁

に

防

る
、嘗
℃
聞
く
菅
茶
山
翕
も
亦
た
此
の
諸
作

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
五
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蜘
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日
本

詩

話
叢

書

・閲

此̀
諸

作
ハ名

實

之

賓
、信
哉
。

菅

疉

輔
、茶

山

翁

之

義

子
、號
昌焦

鄰
嚇余

嘗

謁

見
、論
ノ

文

談
・詩
、頗

見

其̀

雄

才
h臨
v別

寄
二示

近

作
h春

夜

讀

書

云
、夜

短

三

更

課

未
7了
、伊

吾

聲

散

落

花

風
、過
7

窓

月

色

澹

無
v影
、
一
穂

書

燈

香

霧

中
、春

水

云
、河

豚

隨
v日

上
昌漁

輛
燃
錦

浪

春

暄

兩

岸

桃
、却

恐

明

朝

難
v下
レ網
、漲
v江

雪

水

晩

翻
v濤
・、春

月

云
、春

稍

月

出

淡
鳳清

暉
甚

事

飄

然

雪

撲
v衣
、影

透
昌枝

闘

香

霧

散
、

栖

禽

驚

起

蹈
v花

飛
、春

山

云
、尋
ソ春

幾

拌

入
昌峰

蠑

曾

是

蕭

條

狐

兎

邁
、煙

靄

籠
ビ花

花

不
v見
、香

風

隔
ン

谷

遞
昌歌

聲
h嫺

雅

績

密
、詞

氣

濃

藉
、其

居

處

常

習

與
膨性

成
、信

哉
。

余

向

遊
昌藝

陽
ハ在
面

田

文

貞

家
唱而

講
義

詩

書
h某

日

與
鳳豐

偉

元
・岡

嘉

輔
・阪

井

禎
h倶

會
積

田

正
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

を
閲
せ
ん
と
欲
す
と
、名
は
實
の
賓
と
、信
な
る
か
な
。

菅
堯
輔
は
、茶
山
翁
の
義
子
に
し
て
、焦
鄰

と

號

す
、余
嘗
て
謁
見

し
て
、文
を
論
じ
詩
を
談
じ
、頗
る
其
の
雄
才
を

見

る
、別
に
臨
ん

で
近
作
を
寄
示
せ
り
,春
夜
讀
書

に

云

ふ
『夜
短
く
し
て
三
更
課

未
だ
了
ら
す
、伊
吾
の
聲
は
散
す
落

花

の

風
、窓
を
過
ぐ
る
の
月

色
は
澹
と
し
て
影
な
く
、
一
穗
の
書
燈
香
霧
の
中
τ

、春
水
に
云

ふ
「河
豚
日
に
隨
つ
て
漁
砌

に

上

る
、錦
浪
春
喧
か
な
り
爾
岸
の

桃
、卻
て
恐
る
明
朝
網
を
下
し
難
き
を
,江

に

漲

る
の
雪
水
晩
に

濤
を
翻
す
』と
、春
月
に
云
ふ
「春

梢
月
出
で
て
清
暉
淡
し
,甚
に
事

ぞ
飄
然
と
し
て
雪
,衣
を
撲
つ
、影

は

枝
闇
に
透
り
て
香
霧
散
じ
.

栖
禽
驚
起
し
花
を
踏
ん
で
飛
ぶ
」と
.春
山
に

云

ふ
「春
を
蕁
ね
て

幾
拌
か
峰
蠑
に
入
る
、曾
て
是
れ
蕭
條
狐

兎

の

運
.烟
靄
花
を
籠

め
て
花
見
え
す
、香
風
谷
を
隔

て
て
歌
聲
を

遞
ふ
」と
、嫺
雅
縫
密
.

詞
氣
温
藉
な
り
、其
の
居
處
常
に
習
ひ
性

と
成

る
と
、信
な
る
か

な
。

余
向
き
に
藝
陽
に
遊
ん
で
由
田
文
貞
の
家
に
在
り
、而
し
て
詩
書

を
講
義
す
、某
の
日
豐
偉
元
・岡
嘉
輔
・阪
井
槙

と
倶
に
横
田
正
虎



2
　

之

壙

胎

樓
嚇横

田

氏
、世

所
v謂

大

石

良

雄

之

後

胤

　
劇

也
、各

自

有
隧

題

隧

韻

之

詩

賦
嚇余

詩

先

成
、云

一

　
　

天

一
握

賞

多

哉
、舌

吐
二錦

言
一畭

幾

囘
、仙

客

悶

余

　
　

君

飲

否
、髦

童

笑

指

未
v傾

杯
、偉

元

賦
二

絶
一云
、
一

　
　

道

凉

風

遞
二
佼
潮

刀

明

二

十

四

華

橋
、橋

頭

如
v玉

　
　

誰

家

客
、吹

徹

仙

入

紫

鳳

笙
、嘉

輔

詠
v竹

云
、濯

濯

　
　

傲
昌冬

φ
弐
青

菁

慫
f
夏

天
h唯

依
}君

子

愛
h不
v覓
瓢俗

人

　
　

憐
嚇阪

井

積
、山

寺

納

凉

古

詩

云
、指

點

遠

公

三

嘆

　
　

亭
、香

爐

高

處

佛

燈

青
、石

門

壁

立

一
千

仭
、瀑

布

　
　

飛

流

注
翠

屏
嚇登

登

路

盡

虎

溪

上
、隔
v水

松

門

霧

　
　

牛

肩
、童

子

禺

汲
二井

華
一去
、老

僭

八

十

誦
二殘

經
門幡

　
　

幢

不
ソ動

篆

煙

起
、臼

鹿

青

鵞

眠

且

聽
、翻

然

引
v我

　
　

坐
灘

榻
h片

石

孤

雲

苔

滿
v庭
、翠

樹

陰

陰

午

雨

後
、

蝦
　

自

蓮

花

搖

晩

風

馨
、上

頭

月

出
山

寂

霙
、唯

有

澗̀

　
　
　
　
　
　
　
詩

山

堂

詩

話

曠
貽
櫻
に
會
す
、構

m

氏

は

世
に
謂
は
ゆ
る
大
石
良
雄
の
後
胤

な
り
、各
自
に
隨
題
隨
意
の
詩
賦
あ
り
、余
の
詩
先
づ
成

る
、云
ふ

=

天

一
握
賞
多
き
か
な
,舌
に
錦
言
を
吐

て
吟
す
る
幾

囘

ぞ
、仙

客
余
に
問
ふ
君
は
飮
む
や
否
や
と
,髦
童

笑
て
指
す
未
だ
傾
け
ざ

る
の
杯
を
」と
、偉
元
、
一
繩
を
賦
し
て
云
ふ
『
一
道

の
凉
風
夜
潮
を

途
る
.月
は
明
か
な
り
二
十
四
華
橋
.橋
頭
玉
の
如
き

誰

か
家
の

客
ぞ
,吹
き
徹
す
仙
人
の
紫
鳳
笙
」と
、嘉
輔
、竹
を
詠
し
て
云
ふ
「濯

々
と
し
て
冬
.雪
に
傲
り
.青

々

と

し

て

夏
、天
に
箋
ゆ
、唯
だ
君

子
の
愛
に
依
り
、俗
人
の
憐
を
霓
め
す
』と
.阪

井

槙
の
山
寺
納
凉

の
古
詩
に
云
ふ
「指
點
す
遠
公
の
三
険
亭
、香

爐

高

き
處
に
佛
燈

青
し
、石
門
壁
立
す

一
千
仞
,瀑
布
飛
流
し
て
翠

鼻
に

注
ぐ
、登
々

路
は
盡
く
虎
溪
の
上
,水

を
隔

つ
る
松
門
霧
李
は
扁
す
、童
子
出

で
て
井
華
を
汲
ん
で
去
り
.老
曾
八
十
殘
經

を

誦

す
、幡
幢
動
か

す
篆
煙
起
り
、白
鹿
青
鵞
眠
り
且
つ
聽
く
、翻

然

我

を
引
き
て
禪

榻
に
坐
せ
し
め
、片

石

孤

雲
.苔
、庭
に
満

つ
、翠

樹

陰
々
た
り
午

雨
の
後
.白
蓮
花
搖

い
て
晩

風

馨

は
し
.上

頭

月
出
で
て
山
寂

寞
た
り
、唯
だ
澗
泉
あ
り
て
響

き
冷
々
.塵

縁

本
と
無
心
に
由
て

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

一
七
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蝴
の
り

P

　
　
　
　

口

本
詩

話
叢
書

泉
"響

冷

冷
、塵

縁

本

由
ポ
無

心
輔絶
、熱

惱

初

聞
昌法

語
一

醒
、緇

衲

縫

掖

寧

論
レ異
、從

來

神

友

外
昌其

形
h叉

江

褸

納

凉

云
、結
v宇

莫
v背
v山
、起
v褸

須
v枕
v江
、江

上

樓

高

百
,餘

尺
、青

山

滄

海

竝

在
v窓
、夏

天

偏

宜
γ夜
、夜

深

絶
昌紛

唯
h月

出

弄
「冖金

波
嚇潮

來

沒
右

矼
王

有
誦

ソ

詩

之

高

客
n下

有

載̀
v妓

之

歌

艘
=

片

江

雲

不
二飛

度
ハ鴎

猫

鷺

臥

幾

燮

雙
、樓

上

舟

中

坐

自

得
、新

翻

古

調

不
v同
レ膣
、五

更

月

落

長

江

靜
、隔
レ水

鐘

聲
.
斷

續

掃
,、興

味

酣

闌
、坐

客

酩

酊
、共

描
"手

而

歸
、今

併

録

爲
昌奇

會

之

話

種
岶

山

口

氏
、藝

陽

之

學

士
、昆

季

共

有
轟清

才
嚇昆

日
昌恕

輔
h季

日
二清

輔
恕

輔

躬

撰
昌宮

鴎

記
嚇使
二清

輔

揮
7筆
、

臨
v別

膾
昌之

於

余

洵

案

頭

雙

璧

也
、清

輔

亦

贈

七̀

絶
一云
、尋
鼻窮

地

理
一漢

張

騫
、卻

勝

妄

誇

司

馬

邏
、知

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

經
え
,熱
惱
初
め
て
法
語
を
閥
き
て
醒
む
、緇
柄
縫

掖
寧

ぞ

異
を

論
ぜ
ん
、從
來

の
紳
友
は
其
の

形

を

外

に
す
」と
、又
た
、江
樓
の

納
凉
に
云
ふ
「宇

を
結
ぶ
は
山
に
背

く

莫

れ
、穫
を
起
す
は
須
く

江
に
枕
む
べ
し
、江
上
櫻
は
高
し

百
餘

尺
、青
山
槍
海
竝
に
窓
に

在

り
、夏
天
は
偏
に
夜
に
宜
し
.夜
深
ふ
し
て
紛
唯
を
絶

っ
、
月
躡

で
て
金
波
を
弄
し
、潮

來
り
て
石
矼
か
沒

す
、上

に
詩
か
誦
す
る

の
高
客
あ

り
、下

に

妓

を
載
す
る
の
歌
護
あ
り
.
一
片
の
江
雲
飛

び
度
ら
す
、鵬
は
驚
き
鷺
は
臥
し
て
幾
雙

々
、穫
上
舟
中
坐
し
て
自

得
す
.新
翻
古
調
腔
を
同
う
せ
す
,五
更

月
落
ち
て
長
江
靜

な

り
、

水
を
隔

つ
る
鐘
弊
斷
續
し
て
撞
く
」と
、興
味
醂
蘭
、坐
客
酩
酊
し
.

共
に
手
・48
攜

へ
て
歸
る
,今
併
せ
録
し
て
奇
會
の
話
種
と
爲
す
。

山
口
氏
は
藝
陽
の
學
士
な
り
、昆
季
共
に
清

才

あ

り
、昆
を
恕
輔

と
い
ひ
、季
を
清
輔
と
日
ふ
、恕
輔
躬
か

ら

宮
陪
の
記
を
撰
し
、清

輔
を
し
て
筆
を
揮
は
し
め
、別
に
臨
み
て
之
を
余

に

膾

る
、洵
に

案
頭
の
雙
檗
な
り
,清
輔
も
亦
た
七
絶
を
贈

る
、云

ふ
「地
理
を
尋

窮
す
漢
の
張
騫
、卻
て
勝
る
妄
誇
の
司

馬

遷

に
、知
る
子
か
多
年



3螂

　

子

多

年

修
蘭

史
ハ根

中

山

水

忽

成
v篇
、余

和
レ韻

云
、

彰

無
・限

離

情

無
・限

天
、滿

堂

明

月

酒

開
・筵
、明

日

縱

　

分
昌襟

手
叫去
、雁

鴻

時

也

寄
昌詩

篇
h清

輔

雨

日

過
昌野

　

渡
日云
、漁

郷

十

里

水

風

腥
、列

次

松

扉

鄰
二竹

轟

堤

　

柳

斜

邊

立

待
v渡
、
一
篷

暮

雨

滿
v江

瞑
、恕

輔

見
v示
昌

　

薔

作
「云
、夫

耕

婦

織

長
昌兒

孫
h投
レ種

育
v蠶

亦

事

煩
、

　

詞

客

不
v知

農

務
団苦
、行

行

謾

問

有
v花

村
、凡

雅

人

　

風

逸

雖
v似
v不
v知
昌農

苦
h卻

覺
昌其

不
7然
、且

風

味

清

　

妙

稍

堪
v浣
…塵

腸
∵
録

以

供

後̀

日

之

遐

忘
鱒

　

西

國

出
噐南

冥

之

塾
h而

早

蜚
昌名

爆
爵
者
、江

苓

洲
、原

　

古

處
、廣

元

簡
、其

餘

無
v聞

焉
、苓

洲

古

處

二

士
、既

　

巳

下

世
、獨

元

簡

建
蹴籏

於

豊

後
h專

唱
こ歐

陽

之

論
h

　

以

導
昌弟

子
h其

徒

在
レ門

者
、巳

滿
昌數

百

人
峭云
.苓

洲

　
有
・作
、七

絶

云
、誰

言

日

本

九

夷

濱
、日

粗

之

邦

月

　
　
　
　
　
　
詩

山
堂

詩

話

國
皮
を
修
し
て
.眼
中
の
山
水
忽
ち
篇
を
成
す
こ
と

を
」と
.余
は

韻
に
和
し
て
云
ふ
「限
り
無
き
の
離
情
限
り
無

き

の
天
、滿
堂
の

明
月
酒
に
筵
を
開
く
、吶
日
縱
ひ
襟
手
を
分
ち

去

る
も
、雁
鴻
時

に
也
た
詩
篇
を
寄
せ
よ
」と
,清

輔

の
r雨
日
野
渡
を
過
ぐ
る
に
云

ふ
「漁
郷
十
里
水
風
腥
し
、列
次
す
松
扉
、竹
鳫
に
鄰

る
,堤
柳
斜
な

る
邊
に
立
ち
て
渡
を
待
つ
、
一
篷
の
暮
雨
江
に
滿
ち
て
暝

し
」と
、

恕
輔
は
舊
作
を

示

さ

る
、云
ふ
「夫
は
耕
し
婦
は
織
り
て
兒
孫
を

長
す
、種
を
投
じ
蠶
を
育
す
事
亦
九
煩
は
し
、詞

客

は

知
ら
す
農

務

の
苦
を
、行
行
謾
に
問
ふ
花
有
る

の
村
』と
.凡
そ
雅
人
の
風
逸
、

農
苦
を
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
と
…難
も
、卻
て
其
の
然
ら
ざ
ろ
を
覺

ゆ
、且
つ
風
味
清
妙
、稍
や
塵
腸
を
浣
ふ
に
堪

へ
た

り
、録
し
て
以

て
後
日
の
逡
忘
に
供
ふ
。

西
國
の
南
冥
の
塾
に
出
で
て
、早
く
名
譽
を
蜚

ば
す

者

は
.江
苓

洲
.原
古
處
,廣
元
簡
あ
り
、其
餘
は
聞
ゆ
る
な

し
、苓
洲
古
處
の
二

士
は
既
已
に
下
世
す
.獨
り
元
簡
は
籏
を
豐
後
に
建
て
く
專
ば
ら

歐
陽
の
詭
を
唱

へ
て
.蹴
て
弟
子
を

導
び

く
、其
の
徒
ω
門
に
在

る
も
の
已
に
數
百
人
に
満
つ
と
云
ふ
.苓
洲
作
あ
り
、七
絶
に
云
ふ

『誰
か
言
ふ
日
本
は
九
夷
の
濱
と
.日

嵩

の
邦
月
も
亦
た
新
な
り
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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日

本
詩

話
叢

書

亦

新
、三

五

夜

中

新

月

色
、餘

光

纔

假

大

唐

人
、古

處

寄
昌鷄

雲

來
"云
、五

更

三

點

著
昂朝

衣
嚇古

處

城

高

雪

掩
v扉
、何

似

雲

來

閑

隱

士
、訪
v花

尋
v柳

弄
嵩春

輝
h

元

簡

七

絶

云
、百

涙

分

流

西

叉

東
、須
γ知

洙

泗

一

源

同
、寄
v言

縫

掖

諸

君

子
、莫
v倣
昌當

年

洛

蜀

風
h初

春

雨

中

作

云
、鳥

未
v遷
ノ喬

花

未
v開
、牆

頭

殘

雪

徇

成
〆堆
、誰

知

束

帝

囘
ゾ春

處
、卻

自
昌塞

濛

蕭

瑟
一來
、筑

前

道

上

云
、野

店

蒲

萄

架
、驛

亭

枳

殻

牆
、有
v人

來

弛
v擔
、言

語

似
昌吾

郷
h余

亦

嘗

讀
凵売

簡

所
v著

遠

思

縷

集

有
v威
、遙

寄
二

絶
幅云
、遠

思

樓

集

妙

詩

章
、趣

自
昌無

郷
一入
諮有

郷
h知

是

其

人

宛

如
v玉
、塞

勢
昌遐

想
一

坐
書

堂
h元

簡

有
v弟
、名

謙

字

吉

甫
、號
旭

莊
h叉

號
一

梅

數
h性

專

嗜
昌詩

賦
「廉

塾

逢
漏添

拙

堂
一七

言

古

詩

云
、千

里

枉
v路

訪
螽
口
宅
h記

得

花

溪

溪

上

橋
、典

歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
C

三
五
夜
中
新
月
の
色
、餘

光

纔
か
に
假
す
大
唐
の
人
」と
、古
處
は

龜
雲
來
に
寄
せ
て
云
ふ
「五
更
三
點
朝
衣

を

著

し
。古
處
城
高
く

し
て
雪
、扉
を
掩

ふ
、何
ぞ
似
ん
雲
來
の
閑

隱

士
、花
を
訪
ひ
柳
を

蕁
ね
て
春
輝
を
弄
す
る
に
」と
、元
簡
の
七
縄
に

云

ふ
【百
派
分
流

す
西
又
東
、須
ら
く
知
る
べ
し
沫
泗

一
源
の
同

じ
き

を
、言
を
寄

す
縫
掖
の
諸
君
子
、鴬
年
洛
筍
の
風
に
倣

ふ
こ
と
莫

れ
」と
.初
春

雨
中
の
作
に
云
ふ
「鳥
は
未
だ
喬
に
遷
ら
す
花

は

未

だ
開
か
す
、

牆
頭
の
殘
雪
術
ほ
堆
を
成
す
、誰
か
知
ら
ん
東

帝

春
を
囘
す
處
、

卻
て
空

濛

蒲

瑟

よ

り

來

る
」と
、筑

前
道
上
に

云

ふ
門野
店
葡

萄
の
架
、驛
亭
枳
殻
の
牆
。人
あ
り
來
り
て
擔
を
弛
ぶ
、言
語
、吾
郷

に
似
弛
り
」と
、余

も

亦

た
嘗

て

元
簡

の
著
す
所
の
遠
思
懐
集

を
讀
み
て
感
あ
り
、遙
か
に

一
絶
を
寄
せ

て
云

ふ
「蓮
思
櫻
集

の

妙
詩
章
.趣
は
無
郷

よ

り
有

郷

に

入

る
、知
る
是
れ
其
の
人
宛

と
し
て
玉
の
如
し
、室
し
く
遐
想
を
努
し
て
書
堂
に
坐

す
一と
、元

簡
に
弟
あ
り
、名
は
謙
、字
は
吉
甫
、旭
莊
と
號

し
.叉
九
梅
壊
と
號

す
、性
專
ぱ
ら
詩

賦

を
嗜

む
、廉

塾

に

て

添

拙

堂

に
逢
ふ
七

言
古
詩
に
云
ふ
「千
里
路
を
枉
け
て
吾
が
宅

を

訪

ふ
、記
し
得
た

り
花
溪
々
上
の
橋
.共
に
歩
す
月
明
江
碧

の

夕
、
一
た
び
君
が
火



0
り麟

　

月

明

江

碧

夕
、
一
自
下君

向
昌火

國
一行
畑冥

鴻

杏

然

無
矗

㌦

蹤

跡
「今

年

我

作
昌東

遊

人
h飄

然

來

著

紳

邊

驛
、何

　

圖

君

在

菅̀

子

家
嚇邂

逅

相

遇

手

加
v額
、此

行

幾

處

　
閲
青

衿
薈

無
二

箇

有

風̀

格
嚇若

微
呂君

來

在
託

虫

　
我

興

亦

塵
昌太

蕭

索
h縱

經
昌千

山

萬

壑

間
門瘻

木

僵

　
草

互

猥

籍
、忽

然

雪

淌

斷

橋

邊
、
一
枝

梅

花

横
紹

　
壁
h契

濶

談

長

忘
昌夜

深
n西

窓

落

月

殘
盍
曾
自
か亂

帙

　
堆

卷

小

室

中
、不
v解
部衣

帶
一眠
昌君

席
「夢

返
二故

郷
一歩
昌

　
花

溪
「復

弄
黒月

明

與
昌江

碧
「寄
轟題

辻

氏

豁

然

樓
一五

　
律

云
、四

方

多

少

景
、收

入
"二

樓

問
「暮

色

鴉

邊

樹
、

　

秋

天

鴈

外

山
、夢

隨
昂流

水
一遠
、心

逐
二岫

雲
一聞
、應
下有
昌

　
瀛

州

客
h時

時

此

往

還
い除

夜

作

云
、天

涯

歳

月

又

　
峙

蠑
、阪

府

江

都

居

屡

更
、雖
v慣
昌東

西

踪

跡

徙
h亦

　

逹
鎚彼

此

友

朋

情
嚇愁

如
鑑川

至
圃斷

時

少
、債

似
昌影

隨
噂

　
　
　
　
　

詩
画

堂

詩

話

國
に
向
つ
て
行
き
し
よ
り
、冥
鴻
杳
然
と
し
て
蹤

跡

な

し
、今
年

我
れ
東
遊
の
人
と
作
り
、飄
然
と
し
て
來

り

著

く

禪

邊

驛
、何

ぞ
圖
ら
ん
君
は
菅
子
ω
家
に
在
る
を
.邂
逅
に

相
遏

ふ

て
手
を

額
に
加
ふ
、此
の
行
幾
處
か
青
衿
を
閲

す

る

に
。曾
て

一
箇
の
風

格
有
る
な
し
諺
右
し

君

の
來

り

て

此

の

中

に
在

る
微
り
せ

ば
、我
が
興
も
亦
た
應
さ
に
太
た
蕭
索
な

る

べ
し
、縱

へ
千
山
萬

壑
の
間
を
經
る
も
、瘻
木
僵

草
互
に
狼

藉

た
り
、忽
然

雪
淌

す

斷
橋
の
邊
、
一
枝
の
梅
花
、維

壁
に
横

は

る
.契

濶

談
長
く

し
て

夜
の
深
き
を
忘
れ
、西

窓

落

月

香

の

白

き
を
殘
す
.亂
帙
堆
卷

小
室
の
中
.衣
帶
を
解
か
す
君
が
席
に
眠
る
、夢

に

故

郷
に
返
り

て
花
溪

に
歩
し
、復
た
月
明
と
江
碧
と
を

弄

す
」と
、辻
氏
の
谿
然

樓
に
寄
題
す
る
五
律
に
云
ふ
「四
方

多

少

の
景
、收
め
て

唄
褸
の

間
に
入
る
,暮
色
鴉
邊
の
樹
.秋
天
鴈
外

の

山
、夢
は
流
水
に
隨
ひ

て
遠

く
、心

は
蚰

雲

を

逐

ふ

て
聞

な

り
.應
に
瀛
洲
の
客
あ

り
て
.時
々
此
に
往
還
す
べ

し
」と
、除
夜
の
作
に
云
ふ
「天
涯
歳
月

又
た
崢
蠑
、阪
府
江
都
居
屡
}
更
る
,東

西

踪

跡

の
徙
に
慣
る
と

雖
も
、亦
九
彼
此
友
朋
の
情
に
違

ふ
、愁

は
川
の
至
る
が
如
く
斷

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

ご
一
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日

本
詩

話

叢
書

行

處

生
、欲
下向
}舌

人
曲論
申我

意
=五

更

獪

對

短

燈

檠
、

梅

燉

叉
嘗

遊
荏

戸

之

時
、偶

訪
鼻余

居
嚇余

席

上

皐
"

一
絶
日云
、畭

笥

度
v水

超
昌山

巒
ハ不
レ厭

風

餐

露

宿

難
、

聞

得

西

邦

千

里

野
、執
邑詩

牛

耳

在
二盟

壇
h梅

燉

和
昌

余

韻
一云
、詩

興

唯

知

多
蓮

宕
嚇世

途

何

問

有
昌艱

難

柴

門

春

映

桃

花

水
、漁

棹

秋

過

杏

樹

壇
、此

皆

宛

然

唐

明
、之

詞

響

也
。

余

輩

卆

生

毎
v賦
v詩
、必

極

鍛

錬
、全

詩

將
v就

而

其

力

之

屯

束
、纔

在
二

二

掌

問
ハ其

思
γ之

不
γ得
、熟

思

移
v時
、幸

得
嵩填

嵌
嚇則

喜

快

交

集
、亦

較
乏

古

人

詩
叫

則

疵

疲

累

出
、患
昌其

不
Ψ能
v進
v歩
、欲
v燒
昌筆

硯
粕束
昌之

高

閣
「卻

過
昌
一
二

日
h則

興

味

復

發
、其

煉
v之
洳
"故
、

力

亦

窮

如
レ前
、而

始

得
v成
二佳

詩
'也
、余

年

巳
・鑞
慧知

命
嚇而

纒
昌縛

于

鼓
↓不
v知
昌幾

囘
嚇嘗

訪
昌茶

山

翕
肺講
v閲
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
二

ゆ
る
時
か
く
、債
は
影
の
隨
ふ
に
似
て
行

く

處

に
生
す
、古
人
に

向
つ
て
我
が
意
を
論
ぜ
ん
と
欲
す
、五
夏
獪

對
・す
短
燈
檠
」と
、梅

燉
叉
た
嘗
て
荏
戸
に
遊

ぶ

の

時
,偶
ま
く

余
の
居
を
訪
ふ
、余

は
席
上
に

一
繦
を
呈
し
て
云
ふ
「瞼
笳
水
を

度

り

山
巒
を
越
え
、

厭
は
す
風
餐
露
宿
の
難
き
を
、聞
き
得
た
り
西
邦
千

里

の
野
.詩

の
牛
耳
湘
執

り
盟
壇
に
在
る
こ
と
を
」と
,梅

蠍

は

余
の
韻
に
和

し
て
云
ふ
[詩
興
唯
だ
知

る
逸
宕
多
き
こ

と
を
、世
途
何
ぞ
問
は

ん
艱
難
有
る
を
,柴
門
春

は
映
す
桃
花
の

水
、漁
棹

秋
は
過
ぐ
杏

樹
の
壇
」と
、此
れ
皆
な
宛
然
た
る
唐
明
の
詞
響
な
り
。

余
輩
.生
李
詩
を
賦
す
る
毎

に
、必
ら
す
極
め
て
鍛
錬
す
、全
詩
將

に
就
ら
ん
と
し
て
,其
の
力
の
屯

束
、纔

か

に

一
二
字
の
間
に
在

り
、其
の
之
を
思
ふ
て
得
す
、熟
思
時
を
移

し

て
、幸
に
嗔
嵌
を
得

れ
ば
、則

ち

喜

快
交
畫
集
る
、亦
た
之
を
古

人
の
詩
に
較
れ
ば
、則

ち
疵
癜
累
出
し
て
、其

の
歩

を
進
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
患
ひ
、

筆
硯
を
燒
か
ん
と
欲
し
、之
を
高
閣

に
束

ぬ
、卻
て

=

一日
を
過

ぐ
れ
は
、則
ち
興
味
復
た
發
す
、其
の
之
を
煉
る
こ
と
故
の
如

く
、

力
も
亦
た
窮
す
る
こ
と
前
の
如
し
,而
し
て
始
め
て
佳
詩
を
成
す

を
得
九
り
、余
は
年
己
に
知
命
を
過
ぎ
、而

し

て
茲
に
纒
縛
す
る

こ
と
幾
回
な
ろ
を
知
ら
す
、嘗
て
茶
山
翕

を
訪

ひ
、其
の
吟
稿
を

閲
せ
ん
こ
と
を
請

ふ
.翕
敢
て
可
か
す
、強
ひ
て
之
を
檢
す

れ
ば
.



畿蝌

其

吟

稿
「翁

不
二敢

可
噛張

而

檢
v之
、毎

詩

字

句

間
、雌

黄

塗

竄
、難
昌
一
分

明
h詰

問

切

思
、得
v誦
卸若

干

首
ハ於
v

是

知

得
二力

於

窮

一
字
「吾

人

無
昌相

異
「孟

子

所
v謂
、

先

苦
昌其

心

志
臥者
、欺
レ我

乎
、果

不
昌我

欺
岫也
。

崎

陽

譯

司
、太

田

氏
.逋

稱

仁

輔
、號
昌春

駢
h性

嗜
γ詩
、

最

長
二咏

物
h客

年

與
〆余

結
永

魚

之

交
嚇時

時

訂
昌鴎

盟
h其

子

春

山
、數

訪
昌余

寓

居
嚇而

質
二間

左

氏

傳
h余

亦

代

受

以
昌小

読

家

之
三
亘
春

畊

新

月

云
、遙

天

雲

散

盡
、晴

色

正

黄

昏
、素

女

未
7開
ゾ鏡
、爲
誰

劃
'爪

痕
崩

冬

夜

廻

文

云
、旁
ソ旛

圖
一梅

竹
『輝

輝

月

色

寒
、訪

尋

衄
錯
客

過
h詩

賦

坐
昌宵

殘
嚇子

規

嚇

云
、雨

歇

風

收

巫

峽

分
、子

規

嚇

處

月

離
レ雲
、方

知

天

際

孤

舟

客
、十

二

峰

前

停
v棹

聞
、聖

人

盤

云
、盤

中

指
〆斗

獨

横
v鋒
、

彫

鑿

支

干

護
九

重

磁

石

氣

靈

衝
赤

璽

坡

禦

影

　
　
　
　

詩

山

堂

詩

話

毎
詩
、字
句
の
間
、雌
黄

塗
竄

し

ね
も
分
明
な
り
難
し
.詰
閥
切
思

し
て
.若
干
首
を
誦

す

る

を
得
た
り
、是

に
於
て
知
る
力
を
窮
の

{
字

に
得
る
二
と
、吾
人
、相
異
な

る
無
き
を
」孟
子
の
謂
は
ゆ
る

先
づ
其
の
心
志
を
苦
し
む
と

い

ふ
者
、我
を
欺
か
ん
や
、果
し
て

我
を
欺
か
ざ
る
な
り
。

崎
陽
の
譯
司
太
田
氏
、通
稱
は
仁
輔
、春
耕

と
號
す
、性
、詩
を
嗜
み
。

最
も
咏
物
に
長
す
,客
年
余
と
水
魚
の
交

を

結

び
、時
々
鵬
盟
を

訂
す
.其
の
子
春
山
は
數
墨
余
が
寓
居
を
訪
ひ
て
左
氏
傳
を
質
問

す
、余
も
亦
た
代

へ
受
く
る
に
小
諡

家
の
言
を
以

て

す
、春
耕
の

新
月
に
云
ふ
「遙
天
雲
散
じ

盡

し
.晴
色
正
に
黄
昏
な
り
、素
な
未

だ
鏡
脅
開
か
す
、誰
が
爲
め
に
か
爪
痕
を

劃

る
点
夙
冬
夜
廻
文
に

云
ふ
、旛
に
旁

ふ
て
梅
竹
を
圖
し
。輝
々
と
し
て
月
色
寒

し
,訪
尋
.

客
の
過
ぐ
る
無
し
、詩
賦
、宵
の
殘
す
る
に
坐
す
」ξ
∴子
規

瞞
に
云

ふ
「雨
は
歇
み
風
は
收
り
て
巫
陝
分
る
,子

規
啼
く
處
、月
、雲
を
離

る
、方
に
知
る
天
際
孤
舟
の
客
、十
二
峰

前
棹
を
停
め
て
聞
か

ん
」

と
、聖
人
盤
に
云
ふ
「盤
中
斗
を
指
し
て
獨
り
鋒
を
横

た

鳶
彫
鑿

支
干
九
重
を
護
す
,磁
石
氣
鬣
に
し
て
赤
朋

を

衝
き
.玻
瓔
影
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
三



}宀{一

蠕3

　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

冷

動
漏蒼

龍
h揚
レ帆

先

按

途

邪

正
、築
レ室

預

占

方

吉

凶
、蓴

爲
.v被
v稱
昌天

聖

號
ハ大

哉

規

矩

艦
'中

庸
h公

李

云
、雙

柱

亘

衝

鈎

掛
盤

、亳

銖

錢

兩

党

革

看
、握

來

齊

疊

銀

花

燦
、鎚

撃

宛

聞

金

石

彈
、富

貴

篋

方

排
昌

潤

屋
ハ鞦

韆

繩

直

上
コ清

壇
↓豆

腐

云
、磨

豆

加
v鹽

煉

比
レ蘇
、筐

中

截

出

象

方̀

珠
嚇寒

宵

添
v火

雲

翻
v鼎
、暑

月

揃
v泉

雪

疊
v盂
、焦

製

龜

文

齎
昌市

店
h油

煎

金

色

貯
檜
…厨
「羹

湯

一
飽

無
昌魚

美
「沒
γ齒

衰

翕

好

啜

無
、

紙

帳

云
、清

清

皎

皎

四

顧

門
、嶢

色

常

迷

晝

與
v昏
、

滿

目

無
v邊

雲

世

界
、
一
塵

不
v染

雪

乾

坤
、塞

氈

驟

暖

囘

春

氣
、倦

枕

照

過

明

月

痕
、風

致

仍

思

林

下

臥
、羅

淨

夢

返

冷

冰

魂
、咏
v象

云
、明

王

愼
v徳

遠

人

臻
、異

獸

由

來

非
レ所
v珍
、旋

出
昌西

洋
扁供
昌禹

貢
「今

過
昌

束

土
価戴
昌蕘

仁
↓圓

蹄

剪
v鐵

跼

還

去
、長

鼻

…欺
v蛇

卷

丿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
四

に
し
て
養
龍
動
く
、帆
を
揚
け
て
先
づ
按

す
途

の
邪

正
、室
を
築

き
て
預
め
占
ふ
方
の
吉
凶
、愈
き
は
天
聖

の
號
を
稱
せ
ら
る
ゝ
が

爲

め
に
、大
な
る
か
な
規
矩
中
庸
に
屬
す
」と
、公
李
に

云

ふ
雙
柱

亘
衝
、鉤
、盤
を
掛
け
、毫
銖
錢
兩
、兌
て
李
看
す
、握
り
來

り
て
齊
し

く
疊
む
銀
花
の
燦
.鎚
撃
宛
も

聞

く

金
石
の
彈
、富
貴
筐
方
に
し

て
潤
屋
を
排
し
、鞦
韆
縄
直
に
し
て
清
壇

に

上

る
」と
.豆
腐
に
云

ふ
「磨
亰
鹽
を
加

へ
て
煉
、酥
に
比
す
、筐

中

截
出
し
て
方
珠
に
象

る
、寒
宵
火
を
添

へ
て
雲
、鼎
に
翻
り
、暑
月
泉
を
揃
て
雪
.盂
に
疊

む
、焦
製
の
龜
文
、市
店
に
齎
ら
し
、油
煎
の

金
色
,俗
厨
に
貯
ふ
,羮

湯

一
飽
魚
美
な
き
も
、齒
を
沒

す
る

ま

で
衰
翕
好
し
啜
す
る

や

無
や
一紙
帳
に

云
ふ
「清
々
皎

々
た
り
四
顧

の
門
、曉
色
常

に
迷
ふ

畫
と
昏
と
、滿
目
邊
な
く
雲
の
世
界
.
}
塵
染
ま
す
雪
の

乾
坤
、寒

氈
驟
に
暖
か
な
り
囘
春
の
氣
、枕
倦
照
し
過
ぐ
明
月
の
痕
、風
致
仍

ほ
思
ふ
林
下
の
臥
、羅
淨
夢
は
返
る
冷
冰
の
魂
」と
,象

を

咏
し
て

云
ふ
門明
王
、徳
を
愼
ん
で
遠
人
臻
る
、異
獸

は

由
來
珍
と
す
る
所

に
非
す
、旋
3
西
洋

を
出
で
ゝ
禹
貢
に
供
し
.今
は
東
土
を
過
ぎ
て

堯
仁
を
戴
く
、圓
蹄
h鑞
ヶ
剪
て
跼
還
た

去

り
.長
鼻
蛇
を
欺
き
て

ン恕
＼



3蝴

蝋
叉

伸
、恰

命
畫

圖
↓無
レ育
v國
、翻

崇

太̀

保

典

言

陳
↓造

語

緻

密
、風

味

幽

妙
、皆

可
γ與
二宋

清

詩

家
一相

翔

翔
加

春

畊

一
日

招
己飮

余
「出
昌其

所
v藏

清

入

稼

圃

菊

花

圖

乞
二題

詩
h余

席

上

染
}
一
絶
一云
、露

洗

黄̀

葩
一香

自

淨
、風

吹
晶翠

葉
一態

還

加
、竹

門

柴

戸

孤

村

晩
、隱

者

精

紳

此

是

花
、

豐

後

儒

員
、田

村

憲

號
竹

田
h以
畠文

人

畫
一名
二于

海

璽

時

遊
囲崎

陽
嚇與
v余

屡

爲
鱠

答
亘

就
譯

官

劉

吉

甫
噛折
袁

幅

惠

全

書
門竹

田

所

見

云
、鶯

去

鵑

來

萬

緑

勾
、松

魚

早

已

入
v時

新
、彩

籏

高

挿

竿

千

尺
、打
γ

鼓

鳴
v鑼

祭
亀水

神
h臼

城

途

中

所

見

云
、緑

漲
二李

毋

自

鷺

飛
、楊

梅

子

熟

赤

離

離
、入
v村

先

見

愛
v民

意
、

高

築

川

頭

禹

稷

祠
、宿

「黄

葉

夕

陽

村

舍
廂云
、育
v才

眞

可
v樂
、問
v字

客

如
γ雲
、燭

影

分
γ窓

映
㌦書

聲

爽
v水

　
　
　
　

詩

山

堂
詩

話

卷
き
て
叉
た
伸
ぶ
、恰
も
盡
圖
に
命
じ
て
國
に
育
す

る

無

く
,飜

て
太
保
典
耆
の

陳
ぶ
る
を
崇
む
」と
、造

語

緻
密
に
し
て

風
味
幽

妙
な
り
、皆
な
宋
清
の
詩
家
と
相
黝
翔
す

可

し
、春
耕
.
一
日
余
を

招
飮
し
.其
の
藏
す
る
所
の
清
人
稼
圃
の
菊
花
の
圏
を
禺
し
て
題

詩
を
乞
ふ
、余
,席
上
に

一
繦
を
染
め
て
云

ふ
「露

は

黄

葩
を
洗
ひ

て
香
自
か
ら
淨
く
、風
は
翠
葉
を
吹
き
て
態
還

た

加

ふ
、竹
門
柴

戸
孤
村
の
晩
、隱
者
の
精
神
は
此
れ
是
の
花
」と
。

豐
後
の
儒
員
、田

村

憲
、竹

田

と
號
し
,文
人

書
を
以

て
海

西
に

名
あ
り
、時
に
崎
陽
に
遊
び
、余
と
越
畫
贈

答

を
爲
す
、且
つ
譯
官

劉
吉
甫
に
就
て
幅
惠
全
書
を
折
衷
す
、竹

田

所

見
に
云
ふ
[鶯
去

り
鵑
來
り
て
萬
線
匂
し
、松
魚
早
く
已
に
時
に
入
り
て

新

な

り
,

彩
籏
高
く
挿
む
竿
千
尺
、鼓
を
打
ち
鑼
を

鳴

ら

し

て
水
紳
を
祭

る
」と
、臼
城
途
中
の
所
見
に
云
ふ
「線

は

李
田
に
漲
り
て
白
鷺
飛

び
、楊
梅
子
は
熟
し
て
赤
離

々
た
り
.村
に
入
り
て
先

づ

見

る
民

を
愛
す
る
の
意
を
、高
く
築
く
川

頭
禹
稷

の
祠
.と
、黄
葉
夕
陽
村

舍
に
宿
す
る
に
云
ふ
「才
を
育

ふ
眞

に

樂
閥む

べ

く
、字
を
問
ふ

の
客
は
雲
の
.如
し
,燭
影
、窓
を
分
ち
て
映

し
、書

聲

水
を
夾
ん
で

聞
ゆ
.露
は
温
に
し
て
吟
案
膩
ひ
.花

は

近
く
し
て
研
池
薫
し
.依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五

胃

一一㎝　」「…「
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日
本

詩

話
叢

書

聞
、露

温

吟

案

膩
、花

近

研

池

薫
、依

戀

何

堪
レ去
、囘
ソ

頭

望
譜夕

踵
聡
叉

七

言

鱠
v余

云
、東

西

隔

絶

在
二天

涯
h

偶

聚

鴻

踪

如
v有
v期
、共

語

夲

生

希

遇

事
、果

然

樂

趣

矚
謡新

知
「余

亦

呈
昌七

絶

二

首
一云
、漂

泊

能

生

妙

妙

思
、江

山

縮

入

一
嚢

詩
、逢
v君

堪
v喜

還

堪
v恨
、剛

逼

歸

帆

屈
v指

時
、筆

讐
二腰

刀
一擬
二畫

人
唱稍

祥

二

歳

在

瓊̀

津
嚇知

君

非
喜啻

探
鄒奇

貨
ハ墨

妙

奪

將

山

水
新
、」

水

野

勝

號
呂媚

川
ハ瓊

浦

譯

司
、與
呂田

村

竹

田
n結
昌詩

盟
ハ竹

田

某

日

示
昌諸

作
崗日
、此

是

媚

川

所
下嘗

與
昌清

人

江

芸

閣

鱠

答
亠者
、請

君

以
v此

爲
轟郷

國

之

歸

遺
「

記

以

示
越指

占

之

嗜
嚇江

芸

閣

奉
ゲ憶
、其

一
云
、人

雖
`

異

撰

性

偏

親
、手

足

情

深

憶
甚海

濱
嚇寄
昌托

花

稼

青

眼

看
、莫
v歡
贏隨

意

落

紅̀

塵
嚇媚

川

和
昼前

韻
h其

一
云
、

從
7宿
昌花

深
崘相

共

親
姻劉

郎

獪

憶

舊

溪

濱
、爲

傳

仙

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

ご
六

戀
何
ぞ
去
る
に
堪

へ
ん
.頭

を
囘
し
て
夕
燻
を
望
む
]と
、叉
七
言
.

余
に
膾
る
に
云
ふ
門東
襾
隔
維
、天
涯
に
在

り
、偶
ー
聚
ろ
鴻

踪

期

す
る
有
る
が
如
し
、共
に
語
る
夲
生
希

遇

の
事
、果
然
と
し
て
樂

款
新
知
に
屬
す
」と
、余
も
亦
た
七
絶
二
首
を
呈
し
て

云

ふ
「漂
泊

能
く
生
す
妙
々
の
昼

江
山
縮
め

て
入

る

一
嚢

の
詩
、君
に
逢
ふ

は
喜
ぶ
に
堪

へ
た
り
還
た
恨
む
に
堪

へ
た
り
、剛
に
逼
る
歸
帆
指

を
屈
す
る
の
時
}
筆
を
腰
刀
に
簪

へ
て
盡
入
に

擬
し
、稱
律
二
歳

瓊
津
に
在
り
,知
る
君
が
蕾
に
奇
貨
を
探
る
の
み

に
非

る
を
.墨

妙
奪
將
す
山
水
の
塹

と
。

水
野
勝
は
媚
川
と
號
し
、瓊
浦
の
譯

司

な

り
、田
村
竹
田
と
詩
盟

を
結
ぶ
、竹
田
、某

日
.諸
作
を
示
し
て
曰

く
、此
は
是
れ
媚
川
の
嘗

て
詩
人
江
芸
閣
と
囎
答
す
る
所
の
者
な
り
.請
ふ
君
此
を
以
て
郷

國
の
歸
潅
と
爲
せ
と
、記
し
て
以
て
指
占

の
嗜
を

示

す
、江
芸
閣
.

憶
を
奉
す
、其
の

一
に
云
ふ
「人
は
異
域
と
雖
も
性
は
偏
に
親

し
。

手
足
情
深
く
し
て
海
濱
を
憶

ふ
,花

枝

を

寄
托
す
青
眼
に
看
よ
.

隨
意
に
紅
塵
に
落
さ
し
む
る
莫
れ
」と
,媚
川

前

韻
を
和
す
,其
の

一
に
云
ふ
「花
深
に
宿
し
て
相
共
に
親
し
み

し

從

り
、劉
郎
は
蕕

ほ
憶
ふ
舊
溪
濱
、爲

め

に

傳

ふ
仙

子

本
と
冰
骨
.入
間
に
向
つ



3凱
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子

本

冰

骨
、不
事向
二人

間
噂汗
中點

塵
岫芸

閣

其

二

云
、天

生
靈

慧
暑

爲

儔
、文

苑

應
レ推

第

一
流
、書

盡

詩

詞

・賦

入
μ妙
、掀
.翻

瓊

浦
"也

難
v求
、媚

川

其

二

云
、咏
・月

吟
"花
幾

許

儔
、呉

門

無
笛客

不
颪

流
棊

憐

春

水

緑

波

句
、除
昌翻

江

邸

也

孰

求
、芸

閣

其

三

云
、明

夏

乘
γ

風

續
昌舊

歡
一仍

勞
蟲車

轟

駐
昌江

干
嚇新

詩

遞
啝換

相

思

句
、茶

熟

香

温

各

自

看
、媚

川

其

三

云
、喚
レ酒

徴
ゾ歌

魚

馨
v歡
、換

心

山

下

小

欄

干
、青

樽

再

對

知

何

日
、

ゴ
笑

樽

前
詰

舊

看
、芸

閣

其

四

云
、辛

盤

椒

酒

試

題
ソ詩
、寒

鵲

爭
v春

占
二

枝
「楊

柳

乍

黄

梅

乍

自
、
一

年

歡

賞

動
v頭

時
、媚

川

其

四

云
、漫

擘

紅̀

箋
一和
部妙

詩
h継
"軒

柿

葉

緑

枝

枝
、果

然

…歡

賞

囘
v頭

過
、不

復̀

柳

黄

梅

自

時
蘿

二

句

用
二原

詩
一隱

括
、芸

閣

改

定

窟指
詩
ハ云
、
一　
百

亠
ハ
凹昌
鴛

鴦

鼬
旧
、二

十

四

蕃
…
梅

信

圃
脚、

　
　
　
　
　
詩

山

堂

詩

話

て
點
塵
を
汗
さ
す
]と
.芸
閣
の
其
の

二

に
云
ふ
「天
は
靈
慧
を
生

す
若
爲
な
る
儔
ぞ
、文
.苑
應
に
推
す
べ

し

第

一
流

と
,響
書
詩
詞

賦
妙
に
入
る
、瓊
浦
を
掀
翻
す
る
に
也
た
求
め

難

し
」、媚
川
の
其

の
二
に
云
ふ
「月
に
咏
し
花
に
吟
す
幾
許
の

儔

ぞ
、呉
門

客
の
風

流
な
ら
ざ
る
無
し
、最
も
憐
む
春
水
緑

波

の

句
、江
郎
を
除
卻
し

て
也
た
孰
に
か
求
め
ん
】と
、芸
閣
の
其
の
三
に

云

ふ
「明
夏
風
に

乘
じ
て
舊
歡
を
續
ぐ
.仍
ほ
車
馬
を
勞
し
て
江
干

に

駐

る
、新
詩

遞
に
換
ふ
相
思
の
句
、茶
は
熟
し
香
は
温

に
し
て
各
自
に
看
る
」

と
、媚
川
の
其
の
三
に
云
ふ
「酒
を
喚

び

歌
を
徴
し
て
魚
,歡
を
馨

す
.換
心
山
下
の
小
欄
干
.青

樽

再
び
對
す
知
る
何
の
日
ぞ
、樽
前

に

一
笑
し
て
舊
を
話
し
て

看

ん
」と
、芸
閣
の
其
の
四
に
云
ふ
冖辛

盤
椒
酒
試
に
詩
を

題

し
、寒
鵲

春

を

爭

ひ

一
枝
を
占
む
、楊
柳

は
乍
ち
黄
に
梅
は
乍
ち
白
し
.
一
年
の
賞
歡
頭
を
動
か
す

の
時
」

　
　
　
　
　
　
　
ゑ

と
、媚
川
の
其
の
四
に
云
ふ
「漫
に
紅
箋
を
擘

て
妙
詩
を
和
す
、軒

々
壓
す
る
の
柿
葉
線
枝

枝
,果
然

と
し
て
歡
賞
は
頭
を
囘

せ
ば

過

ぐ
、復
た

柳
黄

梅

白
の
時

な

ら

赱

と
、結
二
句
、原
詩

を
用

ひ
て
隱
括
す
、芸

閣
奮
詩
を
改
め
定
め
て
云
ふ
=

百
六

日
鴛
鴦

　
　
　
　
　
　
　
　

蘇
　

　

ご
七
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蜘
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日

本

詩

話

叢

書

侮

事

乍

開

還

乍

落
、無
ヴ端

成
レ色

復

成
ノ空
、紅

樓

月

冷

霜

凝
v面

総

、帳

.衾

寒

石

作
び胸
、清

夜

欄
ゾ心

郷

自

想
肉眞

心

爲
v我

幾

人

同
、望
轟媚

川

先

生
h面
昌諭

老

杉

板

鴫乞
v可
昌個

敏
ワ他
、將
昌百

鶴

一用
〆心

牧

管

、不
レ可
一葫

亂

接
ラ客
、不
v可
v爛
昌宿

茶

屋
h爲

要

我

明

夏

來
v崎
、自

常
昌

重

重

酬
7勞
、此

字

看

過

帥

行
嵩焚

去
嚇不
γ可
昌暫

留

一也
、

媚

川

長

句

一
首
、次
v韻

示
v意

云
、尤

雲

滯

雨

須

臾

夢
、梅

雪

桃

霞

次

第

風
、雲

海

三

千

疑

隔
v世
、因

縁

十

二

怕

成
ソ室
、笑

從
昌柳

葉

一開

盈
レ面

、恨

學
}麁
…
心
一卷

在
v胸
、緑

樹

成
v陰

時

巳

近
、來

遲

勿
下與
昌杜

邸

同
劫渝
菖

老

杉

板

乏

語
、逐

一
面

命

、事

事

金

諾
、幸

勿
γ勞
v念
、

會

晤

在
v邇
、話

不
v絮

、唯

結

一
句

如
γ意

可

也
、芸

閣

嵜
レ懐

云
、瓊

浦

名

花

依
呂緑

丞

姑

蘇

人

暫

倚

縷

臺
嚇

重

洋

不
v隔

相

思

夢
、萬

屋

町

前

夜

夜

來
、媚

川

次
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
八

の
譜
、二
十
四
番
梅
信
の
風
,何

事
ぞ

乍
ち
開
き
還
た
乍
ち
落
つ
.

端
な
く
色
を
成
し
復
た
室
と
成
る
.紅
樓
月
は
冷
に
し
て
霜
は
面

に
凝
り
,納
帳
衾

は
寒
く
し
て
石
、胸
と
作
る
、清
夜
心
を
擱
し
て

郷
自
か
ら
想
ふ
、眞
心
我

が
爲
め
に
幾
人

か
同
じ
τ

,媚
川
先
生

を

望
む
、老
杉
板
に
面
論
し
て
.個
の
他
を

教
ゆ
べ
き
を
乞
ふ
百

鶴
を
將
て

心
を
用
ひ
て

收

管
し
、胡
亂
に
客
に
接
す
可
か
ら
す
、

茶
屋
に
爛
宿
す
可

か
ら

す
、爲
に
要
す
我
れ
明
夏
崎
に

來
り
、自

か
ら
當
に
重
々
勞
に
酬

ゆ

べ

し
、此
の
字
看
過
し
て
部
ち
焚
去

を
行

へ
、暫
も
留
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
,媚

川
、長

句

一
首
韻
に

次
し
意
を
示
し
て

云

ふ
,尤

雲
殲
雨
須
臾
の
夢
、梅
雪
桃
霞
次
第

の
風
、雲
海
三
千
疑
ふ
ら
く
は
世
を
隔

つ

か
と
、因
縁
十
二
怕
ら

く
は
察
と
成
ら
ん
、笑
は
柳
葉
に
從
ひ
開
て
面

に
盈

ち
.恨
は
蕉

心
を
學
び
卷

い
て
胸
に
在
り
,緑

樹

陰

を
成
す
時
已
に
近
し
、來

遲
、杜
郎
と
同
す
る
こ
と
勿
れ
」と
.老
杉
板
に
論
す
の
語

は
、逐

一

面
命
し
て
事
々
金
諾
す
、幸

に

念

を
勞
す

る
勿
れ
、會
晤
邇
に
在

り
,話
は
絮
せ
す
、唯
だ
結

一
句
は
意
の

如
く
に
し
て
可

な

り
、芸

閣
、懷
を
寄
す
る
に
云
ふ
「瓊
浦
の
名
花
、線
水
に

依

り
.姑
蘇
の
人

は
暫
ら
く
樓
臺
に
倚
る
重
洋
隔
て
す
相
思
の
夢
、萬
屋
町
前
夜
々

來
る
」と
,媚
川
は
韻
に
次
し
て
云
ふ
「人
世
春
風
老
後
を
吹

く
、舊
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韻

云
、人

世

春

風

吹
嵩老

後
嚇依
v舊

花

開

耶

馬

臺
、仙

棹

重

幅

知

幾

日
、雲

鬟

晩

掠

待
昌君

韲

芸

閣

戲

簡
昌

袖

険

妓
鴫云
、丸

山

街

胖

牡

丹

披
、
一
根

花

開

爲
v底

遲
、應
昌是

東

皇

深

護

惜
h妬
v花

風

雨

欲
v來

時
、媚

川

次
v韻

云
、春

風

吹

盡

百

花

枝
、要
7聽
昌彈

摩
一來

那

遲
、

才

調
麦

園

眞

一
軸
、唯

愁

有
丁咏
二自

頭
一時
加芸

閣

戲

箇
袖

扇

妓
一云
、菊

花

天

訂

雪

花

天
、孤

負

郷

郷

織
`

力

綿
嚇明

歳

分
v瓜

凉

露

下
、牽

牛

織

女

又

相

連
、媚

川

次
v韻

云
、倚
v欄

細

數

女

牛

天
、不
v惜

寒

窓

早

織
v

棉
、寄
v語

王

郎

兩

迎

取
、桃

根

桃

葉

本

相

連
、芸

閣

戲

簡
戛百

鶴

元

旦

作

云
、呉

山

瓊

浦

兩

相

望
、元

日

同

看

天

一
方
、唐

屋

歡

呼

田

屋

靜
、今

朝

可

否

憶
轟

蕭

郎
h媚

川

次
v韻

云
、惟

悼

三

春

獪

跋

望
、欲
v醫
濃

病
一奈
v無
v方
、弼

來

喜

迎

呉

中

信
、讀
昌得

郎

書
似

v看
レ

　
　
　
　

詩

山

堂

詩

話

に
依
り
て
花
は
開
く
耶
馬
臺
.仙

棹

重

幅
知
ん
ぬ
幾
日
ぞ
、雲
鬟

晩
に
掠
し
て
君
の
・來
る
を
待
つ
」と
.芸

欄
」懴
＼忙
袖
険
妓
に
簡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

て
云
ふ
「丸
山
街
胖
牡
丹
披
き
。
一
根

花

は

開
く
底
の
爲
め
に
か

遲
き
、應
に
是
れ
東
皇
深
く
護
惜
す
る
な

る

べ

し
、花
を
妬
む
風

雨
來
ら
ん
と
欲
す
る
時
」と
、媚
川
韻
に
次

し

て
云
ふ
「春
風
吹
き

盡
す
百
花
の
枝
、彈
琴
を
聽
か
ん
と
要
す

來

る

那
ぞ
遲
き
.才
調

文
園
眞
に

一
軸
.唯

だ

愁
ふ
白
頭
を
咏
す
る
時
あ
る
を
一と
、芸
閣

は
戲
に
袖
扇
妓

に
簡
し
て

云
ふ
「菊
花
の
天
は
訂
す
雪
花
の
天
、

孤
負
す
郷
々
力

綿
を
織
る
に
、明
歳
瓜
を
分

つ
凉
露
の
下
、牽
牛

織
女
叉
相
連
る
」と
、媚
川
は
韻
に
次
し
て

云

ふ
「欄
に
倚
り
て
細

か
に
數
ふ
女
牛
の
天
.惜
ま
す
寒
窓
早
に
棉
を
織
る
を
,語

を

寄

す
王
郎
兩
な
が
ら
迎

へ
取
て
、桃
根
桃
葉
本
と
相
連
な

ら

ん
」と
。

芸
閣
は
戯
に
百
鶴
に
簡
す
る
元
旦
の
作

に
"云
ふ
茣

山
瓊
瓣

函

.

が
ら
相
望
む
,元
日
同
じ
く
看

る

天

の

一
方
.唐
屋
は
歡
呼
し
て

田
屋
は
靜
な
り
、今
朝
の
可
否
蕭
郎
を
憶

ふ
」と
、媚
川
は
韻
に
次

し
て
云
ふ
「惟
だ
悼
む
三
春
獪
ほ
跂
望
す
、儂

が

病

を
醫
せ
ん
と

欲
す
る
も
方
な
き
を
奈
せ
ん
、朝
來
喜
び
迎
ふ
呉

中

の

信
、郎
が

書
を
讀
み
得
て
郎
を
看
る
に

似

た

り
」と
.詩
の
得
失
は
自
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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口
本

詩
話

叢

書

郎
、詩

之

得

失
、自

備

人̀

陣
峡
法

之

裁

斷
、必

極
二唐

山
曲

崎

陽

瀕
v海
、毛

人

所
ソ輳
、土

俗

閑

逸
、悉

存
昌雅

風
「所
v

謂

丹

之

所
藏

者

赤
、漆

之

所
v藏

者

黒
、豈

其

虚

語

哉
。

南

部

彜

伯

民

受
業

皆

川

洪

園

翕
嚇以
経

衝

垂
5帷

周

防
h其

學

尤

長
二于

考

據
h嘗

著
二技

癢

録
ハ茶

山

翁

有
v序
、今

行
二于

世
h詩

雖
ソ非
ソ所
レ得
、亦

稍

有
昌風

味
噛東

山

後
v花

云
、廿

年

修

就

東

山

屐
、海

上

春

風

經
昌幾

秋
「千

牟

院

中

梅

百

株
、花

花

落

誰

葉

如
v席
、清

末

道

中

作

云
、柴

門

架
v樹

傍
昌江

干
嚇村

遠

人

稀

心

事

安
、春

夢

漫

漫

起

常

晩
、紅

梅

花

上

日

三

竿
、某

生

齎
宗

此

諸

作
百

、是

不
γ知
呂何

人

詩
嚇後

遇
昌茶

山

翕
崘

問
v之
、伯

民

之

作

也
、於
v茲

鎌
v之
、示
昌余

一
臠

之
嗜
ご

九

州

女

史

知
v名

者
、筑

前

少

粟
、及

采

蘋
、共

有
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

人
の
性
に
備
は
も
る
.法
の
裁
斷
は
必
ら
す
唐
山

に
極

る
.崎
陽

は
海
に
瀕
し
、毛
人
の
輳
る
所
な

り
,土
俗
閑
逸
.悉
く
雅
風
を
存

す
,謂
は
ゆ
る
丹
の
藏
す
る
所
の
者

は

赤

く
,漆
の
藏
す
る
所
の

者
は
黒
し
と
、豈
に
其
れ
虚
語
な
ら
ん
や
。

南
部
の
彜
伯
民
は
業
を
皆
川
漠
園
翁
に
受
け
、經
術
を
以
て
帷
を

周
防
に
垂
れ
、其
の
學
は
尤
も
考
據
に

長

ぜ

り
、嘗
て
技
療
録
を

-

箸
す
,茶
山
翕
序
あ
り
、今
世
に
行

は

る
、詩
は
得
る
所
に
非
診
佐
ー

雖
.亦
た
稍
や
風
味
あ
り
,東
山
に
花
に
後

る
㌃
に
云
、「世
年
修
し

就
る
東
山
の
屐
、海
上
の
春
風
幾
秋
を

經

九

り
ギ

手
院
中
梅
百

株
.花
花
落
ち
盡
く
し
て
葉
は
席
の
如
し
」と
.清
末
道

中
の
作
に

云
ふ
【柴

門

樹

を
架

し

て
江
干
に
傍

ふ
、村
は
湛
く
人
は
稀
に

し
て
心
事
安
し
.春

夢
漫
々
起

る
常
に
晩
し
.紅
梅
花
上
。日
三
竿
」

と
、某
生
此
の
諸
作
を
齎
し
示
し
て
曰

く
,是
れ
何
入
の
詩
な
る

を
知
ら
す
と
.後
ち
茶
山
翕
に
遇
ひ
之
を

問

へ
ば
.伯
民
の
作
な

り
と
.茲
に
於
て
之
を
録
し
て
,余
が

一
臠

の
嗜
を
示
す
。

九
州
の
女
史
に
し
て
名
を
知
ら
る
者
は
.筑
前
の
少
桑
及
び
采
蘋
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　 月

之

趣
隔少

棄
、龜

昭

陽

之

女
、柔

蘋
、原

古

處

之

女

也
、倶

出
季

南

冥

堂

之

門
嚇少

栞

有
v作
、七

絶

云
、雷

岳

丸

丸

松

柏

茂
、蔚

藍

堪
與

昌徂

徠
闘

蘭

人

獨

有
昌

少

秦

愚
h詆
毀

英

雄
一噛
呂炒

豆
h叉

少

小

時

賦
昌五

絶
嚇

而

名

聲

隆

起
、詩

云
、扶

桑

第

一
梅
、今

夜

爲
レ君

開
、

欲
簡

昌花

翼

蝿

五

更

踏

月

來
、此

其

志

高

邁
、其

旨

卓

繦
、特

似
レ非
一女

子

語

氣
h采

蘋
、美

人

調

馬

云
、黄

金

之

埓

弄
藁新

晤
嚇玉

手

探
v鞭

舞

影

輕
、汗

血

獪

知

惜

春̀

色
h四

蹄

總

避
昌落

花
一行
、題
莚

齡

松
一云
、薩

藩

世

子

手

曾

栽
、閲
二盡

風

霜
一已

幾

囘
、弱

植

慙

吾

蒲

柳

質
、夭

矯

羨

汝

棟

梁

材
、蟠

根

將
下化
二老

龍
"躍
n翠

蓋

時
迎
嵩五

馬
扇來
、此

際

莫
v歉
昌俗

人

飮
「青

蛇

恐

影

掌

中

杯
、嫺

雅

清

薪
、稍

有
昌明

末

之

家

風
一矣
。

龜

南

冥

日
、唐

人

盧

僕

句
、傷
v心

江

上

客
、不
是

故

　
　
　
　

詩

由

堂

詩

話

な
り
、共
に
風
月
の
趣
あ
り
、少

寨

は

龜
昭
陽
の
女
に
し
て
采
蘋

は
原
古
處
の
女
な
り
、倶
に
南

冥
堂
①
門

に
出
づ
.小
棄
作
あ
り
、

七
繩
に
云
ふ
「雷
岳
丸
々
と
し
て
松
柏
茂

る
、蔚
藍
、徂
徠
と
鋪
ふ

に
堪

へ
た
り
、閑
人
獨
り
少
棄
の
愚

な

る

有
り
,英
雄
を
詆
毀
し

て
炒
豆
を
囓
む
」と
、叉
た
少
小

の
時

に
五
維
を
賦
し
て
名
聲
隆

起
す
、詩
に
云
ふ
「扶
桑
第

一
の
梅
.今
夜
君
が
爲
め
に
開

か
ん
、花

の
薦
僞
を
問
は
ん
と
敏
せ
ば
、五
更
月
を
踏
ん
で

來

れ
」と
.此
れ

其
の
志
、高
邁
に

し
て
其

の
旨
、卓
維
な
り
、特
に
女
子
の
語
氣
に

非
ざ
る
に
似
た
の
・、渠
蘋
の
美
人
調
馬

に

云
ふ
「黄
金
の
埓
,新
晴

を
弄
し
.玉
手
鞭
を
探
つ
て
舞
影
輕

し
、汗

血
獪

は
知
る
春

色
を

惜
む
を
,四
蹄
總
べ
て
、落
花
を
遯
け
て
行
く
』と
、延
齡

松
に
題
し

て
云
ふ
「薩
藩
の
世
子
手
つ
か
ら
曾

て
栽

う
、風
霜
を
閲
盡
す
る

芝
已
に
幾
囘
ぞ
、弱
植
悪
づ

吾
ガ
蒲
柳
の
質

夭

矯

羨
む
汝
が
棟

梁

の
材
、蟠
根
將
に
老
龍

に
化
し
て
躍
ら

ん
と
す
、翠
蓋
時
に
五

馬

を
迎

へ
來
る
、此
の
際
俗
人
を
し
て
飮

せ
し
む

る
莫
れ
、青
蛇

恐
ら
く
は
膨
セ
ん
掌
中
の
杯
」と
、嫺
推
溝

新
に
し

て
稍
量
明
末
の

家
風
あ
り
。

龜
南
冥
日
、唐
人
盧
僕
の
句
、「心
を
傷
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

三
桶

,む

江

上

の

客
、是

れ
故
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日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三
ご

郷

人
"之

不

字
、有
7人

以
濫非

宇

一爲

訓̀

譯
一者
摘宿

儒

雋

　

　
郷
の
人
な
ら
ざ
る
か
」の
不
の
字

を
、人
.非
の
字
を
以
て
訓
譯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

爲
す
者
あ
り
、宿
儒
雋
士
も
其
の
詭
に

雷
同

し
、昏
々
拶

々
と
し

士
、雷

同̀

其

説
嚇昏

昏

儚

儚
、不
V曉
昌其

非
↓余

以

爲

、不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
其
の

非
を
曉
ら
す
、余
以
爲

へ
ら
く
不
は
帥
、不
の
義
に
し
て

即

不

義
、全

非
二非

義
「言

以

江̀

上

族

客
h認
昌疑

是

故
　

　

全
く

非
の
義
に
あ
ら
す
、言
.幽
は
江
上
の

族
客
を
以
て
、是
れ
故

郷
人
馨

ガ
輩

鐸
歪

則
疑
見
江
上
騫

・

暇

製
羅

蟯

黠
蠶

馨

難

雛

故

郷

人
一即

非
昌故

郷

人
一之

義

、此

其

議

端
、多

雖

迸

　
　

の
人
に
非
す
の
義
な
り
、此
れ
其
の
議
端
多

く
は
近
似

す

と

雖
、

倶

至
二其

風

壓

則

余

説

幽

妙
、自

覺
倍

荏
友

杜

甫

　

其
の
風
趣
に
至
り
て
嫉
則
ち
余
が
説
幽
妙

な
る
と
百

か
ら
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葎
を
覺
ゆ
、叉
た
杜
甫
の
句
に
云
ふ
「昔
し
歸
り
し
と
き
相
識
少

句

云
、昔

歸

相

識

少
、蚤

已

戰

揚

多
、少

是

多

之
、反
、　

な
り
・蚤
く
已
に
戰
揚
に
多
し
」ζ
少
は
是
れ
多
の
反
な
軌
凡
そ

凡

裁
v詩

之

法
、上

句

舉

示
、則

下

句

略
v之

此

亦

上

　

　
詩
を
裁
す
る
の
法
嫁
上
句
に
擧
示
す
う
と
き
は
則
ち
下
句
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
略
す
、此
も
亦
た
上
に
相
識
の
二
字
を
擧
け

て
、其

の
下
句
の

擧
狛

識

二

字
ハ而

其

下

句

戰

場

下

略
・之
、言

昔

日
　

　
戰
揚
の
下
に
之
を
略
す
る
な
軌
言
ふ
は
昔
日
郷
國
に
歸
り
し
と

歸
昌郷

國
嚇相

識

者
、幾

稀

少
、今

蚤

已

於
昌戰

場
h相

識
　
　
き
は
相
識
る
者
幾
ん
ど
稀
少
な
り
し
に
、今
は
蚤
く
已
に
戰
揚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
て
相
識
る
者
卻
て
太
だ
多
き
を
得
た
り
と
,古
來
諸
家
は
皆
な

者

卻

得

太

多

也
、古

來

諸

家

皆

謂
、今

時

蚤

巳

處

謂
琴

時
蚤
く
已
に
粤

戰
揚
殊
に
多
く
し
て
干
蓋

を
塗
る

處

戰

場

殊

多
、而

干

戈

塗
v血
、然

則

昔

館

相

識

至

　

　
と
、然
ら
ば
則
ち
昔
歸
り
し
と
き
相
識
至
つ
て
少
く
、今
や
必
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斷
え
て
亡
き
を
知
る
と
、此
れ
帝
口に
熟
字
反
對
せ
ざ
る
の
み
に
非

少
、今

也

必

知
昌斷

而

亡
ハ此

非
昆啻

熟

字

不
昌反

封
ハ意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄

す
、意
味
も
亦
た
李
淺
に
し
て
迂
拙
に
類
似
す
、此
の
解
を
徳
て

味

亦

夲

淺
、類
昌似

迂

拙
嚇得
昌此

解
唱義

理

判

然
、初

霽
昌
　

義
理
剿
然
。初
め
て
俗
儒
の
五
里
霧
を
霽
ら
す
、今
詩
を
讀
む
者
の
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俗

儒

五

里

霧
一也
、今

欝
讀
"詩

者
ハ録

以

便
後

世
啅

筑

紫

名

僭

千

崖

者
、能

持
昌戒

律
釜
尸女

人

畫
↓聞
手

王

侯

間
ハ王

侯

以
v威

召
γ畫
、期

上

人

毎

謝

絶

焉
、人

皆

稱
其

智

識

性

亦

好
v詩
、西

都

府

覽

古

云
、稻

收

田

鶴

濕
v衣

秋
、基

古

千

年

紫

府

樓
、郊

外

獪

餘

觀

世

寺
、暮

鐘

聲

落

帝

王

洲
、望
昌蒙

古

山
】云
、憶

昔

太

元

冦

九̀

州
h樓

船

十

萬

欲
"加
v憂
、紳

風

那

識

東

南

起
、蒙

古

山

亭

是

髑

髏
、豪

爽

可
v見
、余

嘗

訪
王

人
h

上

人

親

披
v戸

而

延
、談

及
二古

今
嚇余

乞
二揮

畫
王

人

直

染
5數

羝

以

惠
、上

人

亦

乞
v余

書

舊̀

稿
h上

人

謬

稱

日
、非
昌余

輩

所
7及
、復

索

助帥

賦
ハ乃

賦
昌
一
詩

日
、蜉

…蝣

一
日

鶴

千

年
、所
v賦

存

亡

皆

是

天
、李

等̀

源

委

長

短

説
一南

華

三

昧

結
一一前

縁
司

頼

襄
、字

子

成
、號
二山

陽
帖藝

州

之

産
、嘗

下
"帷

京

雛
嚇

　
　
　
　

詩

山
堂

詩

話

爲
め
に
録
し
て
後
世
に
便
に
す
鋤

笠
紫
の
名
得
千
崖
と
い
ふ
者
.能
く
戒
律
を
持
し
文
人
盡
を
善
く

し
.王
戻
の
間
に
聞
こ
ゆ
.王
揆
威
を
蹴
て

叢

を

召
せ
ば
則
ち
上

人
毎
に
謝
絶
す
、人

は

皆

な

其

の
智

識
を
稱
す
、性
亦
た
詩
を

好
む
.西
都
府
の
覽
古

に

云

ふ
[稻
は
收
つ
て
田
鶴
衣
を
濕
ほ
す

の
秋
、基
は
古
し
千
年
紫
府
の
樓
、郊

外
獪

ほ
餘
す
觀
世
寺
暮

鐘

聲
は
落
つ
帝
王
洲
」と
、蒙
古
山
を
望
む
に

云

ふ
「憶
ふ
昔
大
元
九

州
に
寇
す
.樓
船
十
萬
憂
を
加

へ
ん

と
欲

す
、神

風

那

ぞ

識
ら

ん
東
南
に
起
る

を
、蒙
古
山
亭
は
是
れ
髑
髏
」と
、豪
爽
見
る
可
し
、

余
嘗
て
上
人

ゼ
訪

へ
は
.上
人
親
ら
戸
を
披
ひ

て
延
き
、談
、古
今

に
及
ぶ
、余
、揮
盡
を
乞
へ
ば
、上

人

は
直
ち
に
數
紙
を
染
め
て
以

て
惠
ま
る
、上
人
も

亦

た

余

に
乞

ふ
て
舊
稿
を
書
せ
し
む
、上

人
謬
り
稱
し

て

曰

く
、余
輩
の
及
ぶ
所
に
非
す
と
、復
た
帥
賦
を

索
む
.乃
ち

一
詩
を
賦
し
て
曰

く
「蜉
蝣

は

一
日
鶴
は
千
年
.賦
す

る
所
の
存
亡
皆
な
此

れ

天
な

り
.源
委
長
短
の
設
を
李
等
に
し

て
、南
華
三
昧
前
縁
を
結
ぶ
丁

。

頼
襄
字
は
子
成
、山
陽
と
號
す
、藝
州
の
産
に

し

て
、帷
を
京
稚
に



{…{……㎝

螂
49
の

　 　
　
　
　

日

本
詩

話
叢

書

專

業
歉

授
嚇其

才

拔
v群
、性

尤

工
二文

章
晒而

詩

賦

亦

篇

什

頗

多

焉
、余

録
箕

尤

可
v愛

者
嚇七

言

云
、春

風

春

雨

已

開
レ花
、春

雨

春

風

復

散
v花
、昨

日

知

音

今

日

寇
、入

間

萬

事

恰

如
v花
、此

其

幼

時

所
v賦
、當
昌其

時
一也
、名

聲

勃

然

特

有
昌奇

童

之

稱
一焉
、已

長

辭
v祿
、

去
v邦

如
二敝

雇
翼

卓

犖

高

邁
、精

紳

活

動
、令
轟人

直

發
昌威

歎
n咏
v鷹

述
v懐

云
、秋

天

高

處

自

雄

飛
、食

有
昌

霜

禽
一棲

有
v枝
、何

必

侯

門

貪
皿
一
飽
h碧

縢

三

尺

見
二

人

覊
h崎

陽
雜

詠

云
、肥

海

松

魚

漸

上
v街
、火

雲

看

作
為
亂
峯

堆
嚇蓮

朝

少

女

風

方

熟
、等

待

洋

船

入
v港

來
、過
醜

原
一云
、村

村

有
v酒

是

誰

恩
、弛
擔

籏

亭
唱醉
箪

午

喧

不
識

血

戈

汗

馬

地
、竹

輿

舁
v睡

過
蘭

原
鴨

東

帥

事

云
、鴨

堤

花

落

燒

煙

馨
、多

少

佳

人

睡

未
v

醒
、杜

宇

一
聲

過
v水

去
、大
,和

橋

北

數

峰

青
、題
昌利

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

三
四

下
し
、專
は
ら
教
授
を
業
と
す
.其
の

才
、群

に
拔
く
.牲
尤
も
文
章

に
工
な
り
、而
し
τ
詩
賦
も
亦
た
篇
仕
頗

る
多

し
、余
は
其
の
尤

も
愛
す
可
き
者
を
録
す
.七
言
に
云
ふ
「春

風

春

雨
已
に
花
を
開

か
し
め
、春
雨
春
風
復
た
花
を
散
ら

す
、昨

日

の
知
音
は
今
日
の

寇
.人
間
萬
事
恰
も
花
の
如
し
」と
、此

れ

其
の
幼
時
賦
す
る
所
な

り
.其
の
時
に
當
り
名
聲
勃
然
と
し
て
特
に
奇
童
の
稱

あ

り
、巳

に
長
し
て
祿
を
辭

し
、邦

を

去
る
こ
と
敝
展
の
如
し
、其
の
卓
犖

高
邁
に
し
て
精
祕
活
動
す
る
こ
と
,人
を
し

て
直
ち
に
感
歎
を
發

せ
し
む
.鷹
を
咏
し
懷
を
蓮
べ

て

云

ふ
「秋
天
高
き
處
自
か
ら
雄

飛
す
、食
に
霜
禽
あ
り
棲
に
枝

あ

り
、何
ぞ
必
ら
す
し
も
侯
門
に

一
飽
を
貪

つ
て
、碧
縢
三
尺
人
に
覊

が
れ

ん
」と
,崎
陽
の
雜
詠
に

云
ふ
「肥
海
の
松
魚
漸
く
街
に
上
り
,火
雲
看
,亂
峯
の
堆
を
作
す
,

連
朝
少
女
風
方
に
熟
す
れ
ば
、等
し
く

待

つ
洋
船
,港
に
入
り
來

る
を
」と
、關
原
を
過
ぐ
る
に
云
ふ
「村

々
酒
あ
り
是
れ
誰
が
恩
ぞ
,

澹
を
籏
亭
に
弛
べ
て
午
喧
に
醉
ふ
、識

ら

す

血
戈
汗
馬
の
地
、竹

輿
睡
を
舁
し
て
關

原

を
過
く
」と
.鴨
東
印
時
に
云
ふ
「鴨
堤
花
落

ち
て
曉
煙
馨
は
し
,多
少
の
佳
人
睡
禾
だ

醒

め
す
.杜
宇

一
聲
水



0ψ彌

休

居

士

像
麟云
、杯

椀

經
v評

帥

百

城
、可
v憐

蘊

醢

歩

韓

彭
卻

勝

猿

郎

鬼

長

餒
、松

風

傳

得

一
家

聲
、贈
昌

深

壽

卿

云
、
一
榻

燈

花

落

復

生
、談

餘

茶

鼎

似
蝉

鳴
ハ窓

前

知

有
昌芭

蕉

樹
嚇夜

靜

時

聞

墜

露

聲
、文

人

無
v詩
、詩

人

無
v交
、今

觀
琵

諸

作
嚇卻

覺
}其

不
v然
、風

韻

清

致
、雄

才

餘

緜
、丈

事

有
詩

備
h亦

快

=哉
、余

亦

嘗

訪
二山

陽
門席

上

口手

一
詩
轟云
、詩

文

書

書

奇

中

妙
、

海

内

有
v君

君

筆

端
、早

去
噛…廣

陵
鴎何

等

趣
、洛

陽

坐

作
天

山

看
鱒

頼

協

號
"春

巉
{
山

陽

之

嫡

子
、躬

在
戯藝

陽
h克

不
v墜
『

家

學
↓列
孺

員
↓少

小

耽
v詩
、其

七

絶

云
、芙

藻

影

裡

水

如
v錦
、雨

歇

香

風

自

在

飛
、日

暮

橋

擾

迎
"月

出
、

滿

船

笑

語

載
v花

歸
、亦

清

才

也
。

吾

邦

方

伎

家
、以
昌外

科

爲
昌專

輿

者
、多

無
v不
v知
艮崎

　
　
　
　
　
詩
山

堂

詩
話

を
過
ぎ
て
去
り
、大
和
橋
北
數
峯
青
し
しと
、利

休

居
士
の
像
に
題

し
て
云
ふ
「杯
椀
評
を
經
て
即

ち

百

城
、憐
む
可
し
殖
醢
韓
彭
に

先
だ

つ
を
、卻
て
勝
る
猿
郎
の
鬼
長
く
餓

ゆ

る

に
、松
風
傳

へ
得

た
り

一
家
の
聲
」と
,深
壽
卿
に
贈
る
に

云

ふ
=

榻
の
燈
花
落
ち

で
復
た
生
す
談

餘
茶
鼎
蝉
鳴
に
似
た
り
.窓

前

知

る
芭
蕉
の
樹

あ
る
を
、夜
靜
か
に
し
て
時
に
聞
く
墜
露

の

磬
』と
、文
人
に
詩
な

く
詩
人
に
夊
な
し
、今
、此
の
諸
炸
を
觀
て
谺

て
其

の
然
ら
ざ
る

を
覺
ゆ
、
風
韻
清
致
,雄
オ
餘
蘊
.文
事
に
詩
備
あ
り
、亦
た
快
な
る

か
な
、余
も
亦
た
嘗
て

山
陽
を
訪

ひ
.席

上

一
詩
を
呈
し
て
云
ふ

「詩
文
書
叢
奇
中
の
妙
、海
内
君
あ
り
君
か

筆

端
、早
に
廣
陵
を
去

る
何
等
の
趣
ぞ
、洛
陽
坐
し
て
太
山
の
着

を
作
す
」と
。

頼
協
、春
噫
と
號
す
、山
陽
の
嫡

子

に
し
て
、躬
、藝
陽
に

在
り
て
、

克
く
家
學
を
墜
さ
す
、儒
員
に
列

す
、少
小
よ
り
詩
に
耽
る
,其
の

七
絶
に
云
ふ
「芙
葉
影
裡
.水
,錦
の
如

し
、雨
歇
ん
で
香
風
自
在
に

飛
ぶ
、日
暮
橋
邊
月
を
迎

へ
て
串
で
、滿

般

の
笑
語
花
を
載
せ
て

蹄
る
」と
.亦
た
清
才
な
り
。

吾
邦
の
方
伎
家
は
、外

科

を

以
て
專
門
と
爲
す
者
、多
く
は
崎
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



獅β

　
　
　
　
　
日

本

詩
話

叢
書

陽

有
二楢

林

榮

哲

者
白叉

比

歳

負
〆笈

而

扣
二其

門
一者
、

不
v知
昌幾

許
h業

成

而

分
蔽

諸

邦
"焉
、其

於
二崎

陽
↓善
昌

風

詠
叫亦

莫
認榮

哲

若
一矣
、榮

哲

號
詈陳

山
肉齡

過
茸

順
h

其

雅

興

逍
v今

不
v襄
、余

嘗

訪
v之
、年

已

七

十
、門

人

朋

友

等
、選
二吉

辰
一上
ぴ堂

稱
筥誕

辰

之

觴
h時

有
"述

懐

作
「云
、四

月

薫

風

緑

樹

鮮
、誕

辰

開
v宴

此

招
γ賢
、從

遊

弟

子

喧
昌門

下
嚇撫

育

兒

孫

擁
ユ膝

前
h庭

上

芝

蘭

嗣
臭

味
h屏

頭

錦

繍

蝎
一詞

篇
門往

時

辛

苦

嘗

湛
v書
、

七

十

如
v童

眠

食

全
、其

友

有
下業
内

科
称者
岫姓

武

沼
、

名

作

八
、字

孟

文
、號
昌嵋

山
「嵋

山

賀
昌楢

林

陳

山

七

十

初

度
h贈
昌桃

饅

七

枚
一云
、欲
下向
晶丹

房
一獻
中壽

杯
胡村

翕

乞
v藥

接
v鞋

來
、忽

思

朱

雀

窓

前

興
、仙

菓

相

攀

捧
一七

枚
h叉

云
、我

隱
轟西

山
一已

十

年
、時

思
昌舊

友
一夜

無
v眠
、老

齡

報
=
至

桃

花

日
、華

誕

逢

來

槐

葉

天
、瓊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

に
楢
林
榮
哲
と
い
ふ
矜
有
る
を
知
ら
ざ
る
無
し
.叉
た
比
歳
笈
を

員
ひ
て
其
の
門
を
扣
く
者
幾
許
な
る
を
知
ら
す
.業
成
り
て
諸
邦

に
分
散
す
、其
の
崎
陽
に
於
て
風
詠
を
善

く
す
る
者
は
亦
榮
哲
に

若
く
莫
し
、榮
哲
は
陳
山
と
號
し
,齢
、耳
順
を
過
ぎ
.其
の
雅
興
今

に
追
ん
で
衰

へ
す
,余
は
嘗
て
之

を
訪
ふ
、年
巳
に
七
十
、門
人
朋

友
等
吉
辰
を

選
び
、堂
に
上
て
誕
辰
の
觴
を
稱
ぐ
、時
に

述
懐
の

作
あ
り
、云
ふ
「四
月
薫
風
線
樹
鮮

な

り
、誕
辰
宴
を
開
き
て
此
に

賢
を
招
く
、從
遊
の
弟
子
門
下
に
喧

し

く
、撫
育
の
兒
孫
膝
前
を

擁
す
,庭

上
の
芝
蘭

は
臭
味
を
同
う
し
、屏
頭
の
錦
繍
は
詞
篇
を

掲
ぐ
、往
時
の
辛
苦
嘗
て
盡
く
に
堪

へ
た

り
.七
十
、童
の
如
く
眠

食
全
し
」と
、其
の
友
に
内
科
を
業
と
す
る
者
あ

り
、姓
は
武
田
、名

は
作
八
、字
は
孟
文
.媚
山
と
號
す
、嵋
山

は

楢
林
辣
山
の
七
十
の

初
度
を
賀
し
,桃
饅
七
枚
を

鱠

り

て
云
ふ
「丹
房
に
向
つ
て
壽
杯

を
獻
ぜ
ん
と
欲
す
、村

翁

藥

を
乞
ひ
鞋
を
接
し
て
來
る
、忽
ち
患

ふ
朱
雀
窓
前
の
興
、仙
菓
相
攀
ぢ
て
七
枚
を

捧

ぐ
」と
.叉
た
云
ふ

「我
は
西
山
に
隱
る
己
に
十
年
、時
に
舊
友

を
思
ふ
て
夜

眠

る
無

し
.老
齢
報
じ
至
る
桃
花
の
日
。華
誕

逢
ひ
來
る
槐
葉
の
天
、瓊
海



00砌

海

儒

醫

君

獨

健
、榮

城

鯖

鱧

世

相

簿
、術

追
二容

狙

宜
v頤
v壽
、孝

養

元

存

桂

子

賢
、余

亦

暮

春

訪
昌武

田

孟

文

居
ハ席

上

呈
昌
一
絶
一云
、濁

醪

終

日

傾

春̀

盞
嚇比

得

高

陽

免
昌解

嘲
噛破

郤

貧

家

無
二

物
嚇籬

邊

摘
v茱

當
昌魚

肴
h陳

山

題
画

水

囲
一云
、糢

糊

殘

雪

擁
v山

明
、

隔
v水

樓

臺

老

樹

横
、收
v鈎

野

橋

人

度

處
、牛

天

孤

月

鴈

館

聲
、叉

在
昌東

都

賦
昌七

律

云
、曾

聽

芳

原

燈

火

名
、家

家

奇

巧

各

堪
v爭
、當
v軒

作
v浪

登

龍

勢
、環
レ

柱

生
v風

走

馬

聲
、翡

翠

簾

垂

花

影

動
、玻

璃

障

朗

月

華

明
、此

郷

況

有
昌温

柔

樂
h便

是

人

問

不

夜

城
、

嵋

山

賀

進̀

藤

新

介
、九

十

誕

辰
鴎云
、遙

聞
蓄
研
考
儲欲
二

神

飛
叫過
レ艾

初

裁

賀

髦

詩
、潤
v體

心

田

耕
"宿
}
徳
「扇
〆

牀

孝

養

育
賢

兒
一長

齡

豈

劉

三

椏

草
、故

典

曾

諳

五

總

龜
、恨

丕
種
ア
杯

關
昌此

讌
董

携
昌錫

酒
一及
蟹期

頤
嚇

　
　
　
　

詩

山

堂

詩

話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
儒
醫
君
獨
り
健
な
り
.榮
城
の
鯖
鱧
世
ー相
傳
ふ
、爪同
ほ
容
租
を

追
ふ
て
宜
く
壽
を
頤
ふ
べ
し
、孝
養
元
と
存
す
桂
子

の
賢
」と
、余

も
亦
た
暮
春
に
武
田
孟
文
の
居
を
訪
ひ
、席
上
に

↓
繦
を
呈
し
て
.

云
ふ
「濁
醪
終
日
春
盞
を
傾
け
、比

し
得

た
り
高
陽
の
解
嘲
を
発

る
ゝ
に
.破
卻
す
貧
家
に
一
物

な

く
、籬
邊
に
菜
を
摘
て
魚
肴
に

當
つ
」と
,瞭
山
、山
水
の
圖
に
題
し
て
云

ふ
「糢
糊
た
る
殘
雪
山
を

擁
し
て
明
な
り
、水
を
隔
つ
る
櫻
蟇
老
樹

構

は

る
、鉤
を
收
め
て

野
橋
人
度
る
處
,牟
天
の
孤
月
鴈
の
歸

る
聲
」と
、叉
た
東
都
に
在

り
て
七
律
を
賦
す
、云
ふ
「曾
て

聽

く
芳
原
燈
火
の
名
、家
々
の
奇

巧
各
-爭

ふ
に
堪

へ
た
り
、軒
に
當
り
て
浪
を
作
す
登
龍
の
勢
、桂

を
環
て
風
を
生
す
走
馬

の
聲
、翡

翠
簾

は
垂
れ
て
花
影
動
き
、玻

璃
障
は
朗
に
し
て
月
華
明
な
り
、此

の

郷

況

ん
や
濫
柔

の
樂
あ

り
.便
ち
是
れ
人
間
不
夜
の
城
」と
。媚
山
、
進
藤
新
介
の
九
十
の
誕

辰
を
賀
し
て
云
ふ
[遙
に
壽
考
を
聞
き
て
紳
飛
ば
ん

(
欲

す
、艾

を
過
ぎ
て
初
め
て
栽
す
賀
髦
の
詩
.體
を
潤
ほ
す
の
心
田
は
道
徳

を
耕
し
、牀
を
扇
ぐ
の
孝
養
は
賢
兒
を
育

す
、長
齡

豈

に
劉

ぜ
ん

や
三
極
の
草
.故
典
曾
て
諳
ん
す

五
總
の
繼
,恨
む
ら
く
は
杯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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日

本

詩

話

叢

書

倶

有
二清

秀

之

氣
ハ楢

林

氏

多
賢

子
凸長

榮

健
、號
昌靜

皿

善

纉
β其

業
「弟

榮

叔
、號
昌桐

園
ハ開

業̀

浪

津
(以
昌和

蘭

窮

理
崩歉
昌導

嗇

生
ハ共

有

雅

優

之

致
h靜

出

五

絶

云
、古

木

寒

山

秀
、幾

家

依
昌水

濱
h此

中

幽

景

足
、不
ノ

羨

武

陵

人
、桐

園

梅

鶴

圖

云
、仙

禽

獨

立

玉

條

斜
、

應
昌是

孤

山

腱

士

家
ハ不
v啄
昌稻

粮
噂爲
昌鞄

滿
h更

甘
嵩清

昧
一喫
昌梅
.花
「余

蹄
v郷

時
、陳

山

以
"自

製

蘭

藥

數

品
一

爲
v贈
、又

併

録

爲
昌應

接

雅

交

之

話

種
司

肥

後

疾

醫
、村

井

大

年
、號
絶

嚢

其

嫡

炬

吾
、父

子

倶

爲
二博

學

頴

才
ハ亦

善

風̀

詠
ハ純

壽

遞
箪池

蘭

陵

之
昌

筑

前
哨云
、鳥

嚇

花

落

兩

無

情
、水

繞

山

廻

互

迭

迎
、・

玄

海

東

西

南

驛

路
、紫

州

三

百

二

行

程
、銀

鞭
一白

馬

留

將
v去
、緑

酒

金

杯

醉

屡

傾
、此

別

縱

非
燕

市

飮
ハ歌

悲

筑

後

筑

前

聲
、春

毳

山

莊

郎

事

云
、我

是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八

擦
ヂ、
此
の
讌
に
關
ら
ざ
る
を
、重
て
餝
酒

を
携

へ
て
期
願
に
及
ぼ

ん
」と
、倶
に
清
秀
の
氣

あ
り
、楢
林
氏
に
賢
子
多
し
、長
は
榮
健
、酔

山
と
號
し
、善
く
其
の
業
を
纉
ぎ
、弟
は
榮
叔
。桐
園
と
號

し
、業
を

浪
津
に
開
き
,和
蘭
の
窮
理
を
蹴
て
醫
生
を

教
導

し
、共

に
雅
優

の
致
あ
り
,静
山
の
五
絶
に
云

ふ
〔古

木
寒
山
秀

で
、幾
琢
か
水
濱

に
依
る
、此
の
中
幽
景
足
る
,羨
ま
す
武
陵
の

人
」と
,桐
園
の
梅
鶴

の
圖
に
云
ふ
「仙
禽
獨
立
し
て
玉
條
尉

な
り
、應
に
是

れ

孤

山
鬼

一
士
の
家
な
る
べ
し
、稻
粮
を
啄
ま
す
飽
滿

を
爲

す
。奥
に
清
味
を

甘
ん
じ
て
梅
花
を
喫
す
」と
、余
の
郷

に
歸
る
時
に
、瞭
山
は
自
製

の
蘭
藥
數
品
を
以
て
贈
と
爲
す
,又
た

併

せ
録
し
て
、應
接
雅
交

の
話
種
と
爲
す
。

肥
後
の
疾
醫
、村
井
大
年
は
椀
壽
と
號
す
、其

の

嫡
煩
吾
、父
子
倶

に
博
學
頴
オ
た
り
、亦
た
風
詠
を
善

く

す
.沌
壽
の
池
蘭
陵
の
筑

前
に
之
く
を
途
る
に
云
ふ
「鳥
啼
き
花
落
ち
て
兩
な
が
ら
無
情
な

り
、水
繞
り
山
廻
り
て
互
に

迭
迎
す
、玄
海
東
西
南
の
驛
路
.紫
州

三
百
二
の
行
程
。銀
鞭
白
馬
留
め
ど
も
將
に
去
ら

ん

と

す
、線
酒

金
杯
醉
ふ
て
厘
,
傾
く
、此
の
別
縱
ひ
燕
市
の
飮
に
非
ざ
る
も
、歌

は
悲
し
筑
後
筑
前
の
聲
」と
、春
盡
山
莊

の
即
時
に
云

ふ
「我
は
是



5

硼

人

間

度

外

人
、飄

然

獨

徃

自

由

身
、牀

無
二俗

客

唯

高

臥
、食

有
二園

葵

不
v厭
ン貧
、鵑

哭

鶯

歌

蹄

去

日
、花

殘

梛

暗

老

來

春
、鄰

村

酒

美

須
v供
v醉
、重

封
嵐

糞

樹

色

新
、春

盡

日

偶

作

云
、昨

風

纔

見

百

花

開
、今

雨

還

聞

杜

宇

催
、坐

似
僣

氈

常

兀

兀
、觀

如
器佛

界
一

只

恢

恢
、清

遊

願

足
v酪
昌過

去
{熟

唾

縁

堪
v結
昌未

來
∴

貪
v酒

耽
v詩

灘

亦

會
、乃

公

偏

自

笑
昌多

才
嚇山

莊

初

夏

云
、流

光

不
昆獨

愛
春

花
嚇更

愛

園

林

緑

葉

加
、昨

夢

鶯

条
v鵑

共

別
、今

遊

月

與
ノ水

尤

佳
、青

繪

繪
v雪

凉

生
v搦
、玉

鼎
…
焚
ソ香

篆

起
v紗
、賞

事

無
v遏

初̀

夏

景
、繭

風

情

故

在
v翼
薪

茶
觀

昌竹

田

見
ツ寄

云
、吾

寧
抑僻

佳
凶

紫

溟

陽
、求
v道

不
v弛

叉

不
v張
、開

此̀

二

千

年

眼

目
叫

傳
二夫

一
萬

首

和

方
h酒

唯

任
v取

時

時

醉
、茶

是

愛
ン

分

晶
…
品

香
、自

笑
,雖
v非
昌湖

海

士
h未
レ除

豪

氣

献
"高

　

　

　

詩
、山

堂

詩
話

れ

入

閉
度

外

の
入

、飄

然

と

し

て
獨

往
す

自

由

の
身

、牀

に

俗

客

な

く

唯
だ

高

臥

し
。食

に

園
葵

あ

の

て
貧

を

厭

は
す

、鵑

は
哭

し

翼

は
歌

ふ
歸

去

の

日
、花

は

殘

し

柳

は

嗜

し

老
來

の
春

。鄰

村

酒

美

に

し

て

須
ら

く
醇

に
供

す

べ

し
、
重

ね

て
嵐

光

に

對
し

て

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

樹
色

新
な

り
」と
電春

煮

日

の
偶

作

に
云

ふ
「昨

風
纔

に
見

る
百

花

　

　

　

　

　

　

コゴ
　　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　へ

の
開

く

を
,今
雨
還
郎繭

馬
杜
宇

の
催

す

を
,坐

は
偲
氈

に
似

て
常
に
兀
々
,欟
は
佛
界
の
如
く
只
だ
恢

々
、清
遊

願
は
く

ば
過

去

に

酪
ゆ
る
に
足
ら

ん
、熟
睡
の
豫

は

未
來
を
結
ぶ
に
堪

へ

た
り
、酒
を
貪
ぽ
り
詩

に
耽
り
禪
も
亦
た
會

す
、乃
公
偏
に
自
か

ら
多
オ

を
笑
ふ
」と
、山
莊
の
初
夏
に
云

ふ
「流
光
獨

り
春
花
を
愛

す
る
の
み
な
ら
す
、更
に
愛
す
園
林
線
葉
の
加
は
る
を
.昨

夢

鶯

と

鵑
と
共
に
別
れ
、今
遊
月
と
水

・
尤

も
佳
な
り
、青
繪

雪
を
繪

き
て
凉
、扇
に
生
じ
、干
鼎
香
を
梵

き
て
篆
、紗
仁
魎
あ
、賞
事
は
初

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ
セコ

夏
ω
景

に
遏
る
無
し
,風
情
故
ら
に

新
茶
憑
煮
.う
に
在
り
」と
、竹

田
の
寄
せ
ら

る
ゝ
に
酬
ふ
に
云
ふ
圃吾
は
撚
住
に
籤
ん
す
紫
溟

の
陽
.道
を
求
め
て
弛
め
す
叉
た
張

ら
す
、此
の
二
千
年
の
眼
目

を
開

き
、
夫
の

一
萬
首
の

和
方
を
傳
ふ
、酒
は
唯
だ
取
る
に
任
／

す
時

々

の
醉
、茶
は
是
れ
分
を
愛
し
て

品
々
香
、し
自
ち
遷

、湖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
九



一心繭一

謝3

　
　
　
　

日

本
詩

話
叢

書

牀
ハ煩

吾
、春

日

山

園

云
、艷

陽

二

三

月
、好

聞

黄

鶯

囀

莫
レ使
落

花

深
嚇新

花

與
昌舊

識

絃

上

有
二知

記
旦
才

雄

氣

豪
、有
v詩

亦

如
v此
、世

醫

動

輙

語

及
昌醫

事
「賦
ソ

詩

何

盆
、實

可
v愧

之

至

也
、今

余

爲
一一瞽

醫
藹

・禹

龜

鑑
一以

爲
昌話

種
鱒

筱

崎

弼

字

承

弼
、號
二小

竹
一叉

號
喪

堂
ハ業
v儒

歉
〆詩
、

書

生

蟻

慕
、浪

津

内
、人

讓
昌皐

比
嚇立
昌其

下

風
噌嘗

批
二

詐

頼

山

陽

詩

文

集
嚇而

早

有
昌芳

聲
嚇實

一
鉅

儒

也
、

亦

好
昌詩

賦
一題
嵐

山

圖
一云
、翠

滴

水

逾

清
、花

明

山

未
v暮
、長

橋

野

寺

西
、先

自

幾

人

度
、與
昌詩

佛

山

陽

舟

游

云
、霞

彩

追
v舟

映
昌細

淪
源

風

勸
v酒

起
昌青

蘋
肖

快

哉

今

夕

知

何

夕
、相

遇

三

都

三

故

人
、題
v書

云
、

夜

深

寒

氣

烈
、人

語

四

鄰

無
、只

有

梅̀

花

在
門書

窓

月

不
v孤
、胡

枝

花

圖

云

野

花

秋

亦

好
、紅

紫

媚
・金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

海
の
士
に
非
す

と
雖
も
.
未
だ
除
か
す
豪
氣
の
高
牀
に
臥
す

る

を
」と
、煩
吾
か
春
日
の
山
園
に
云
ふ
覊

陽

曇

再

、好
し
聞
く
黄

鶯
の
囀
す
る
を
.落

花

を
し
て
深
が
ら
使
む
る
莫
れ
新
花
と
舊

識
と
、絃
上
、知
音
有
り
」と
、才

雄
に
し

て
氣
豪
。詩

あ

る

こ

と

亦

た

此
の

如
し
.
世
の
醫
は
動
も
す
れ
ば
輙
ち
語
.
醫
事

に
及

ぶ
.詩
を
賦
す
る
も
何
の
盆
か
あ
ら
ん
,實
に
愧

づ
べ
き

の
至
な

り
、今
余
は
暫
醫
の
爲
に
龜

鑑

を
掲
出

し
て
以
て
話
種
と
爲
す
。

筱
崎
弼
字
は
承
弼
、小
竹
と
號
す
、叉
た
畏

堂
と

號
す
、儒
を
業
と

し
て
詩
を
敏
ゆ
、書
生
蟻
慕
す
、浪
津
の
内
.人
、
皐

比

を

讓
り
て

其
の
下
風
に
立
て
り
、嘗

て
頼

山
陽
の
詩
文
集
を
批
評
し
て
早

に
芳
聲
あ
り
、實
に

一
鉅
儒
な
り
.亦

た
詩
賦
を

好

む
.嵐
山
の
圖

に
題
し
て
云
ふ
「翠
滴
り
て
加
逾
,満
く
、花
明
に
し
て

山
未
だ
暮

れ
す
、長
橋
野
寺
の
西
、先
づ
自
か
ら
幾
人
か
度

る
」と
、詩
佛
山
陽

と
舟
邁
す
る
に
云
ふ
「霞
彩
舟
を
追
ふ
て
細
淪
に
映
す
、凉
風
酒
を

勸
め
て
青
蘋
に
起
る
、快
な
る
か
な
今
夕
智

何

の
夕

ぞ
、相
遇

ふ
三
都
の
三
故
人
」と
、書
に
題
す
る
云
ふ
[夜
深
や
し
て
寒
氣

烈

し
く
、人
語
四
鄰
に
無
し
、只
だ
梅
花
の
在

る
有
り
,書
窓
.月
孤
な

ら
す
]と
、胡
枝
花
ω
圖

に
云
ふ
「野
花
秋
も
亦
た
好
し
、紅
紫
、金
風

に
媚
ぶ
・片

々
と
し
て
香
蠡

ふ
の
蝶
.沈

々
と

し

て
露
に
咽
ぶ



呼り脯

風
h片

片

追
v香

蝶
、沈

沈

咽
レ露

蟲
、中

秋

泛
昌舟

城

東
噌

云
、新

渠

逋
以郭

外
h畫

舫

繋
昌城

隅
↓月

出

天

如
ゲ晝
、潮

家

水

似
レ湖
、桂

香

添
昌酒

味
h草

露

任
表

濡
↓更

鼓

君

休
v數
、此

畴

近
歳

無
、皆

有
昌佳

興
荼

嘗

寄
一呈

七

絶

】
首
一云
、想

像

吾

心

曾

不
v忘
、伊

人

宛

在
昌水

中

央
h

何

年

相

賞

佳

風

月
、握
v手

江

樓

泛
昌
一
觴
叩

三

宅

邦
、號
二橘

園
h加

賀

之

産
、嘗

遊
昌京

洛
h受
躍業

淇

園

翁
h別

建
昌見

解
ハ開
昌講

筵

於

爾

醤

街
∵雋

才

博

識
、

O
暗
謡誦

經

臭
ハ義

理

分

明
、非

今̀

日

俗

儒

之

所
7及
、其

著

書
、鷄

林

情

盟

、博

遊

漫

載
、助

語

審

象

、・既

經
譯刊

鏤
ハ世

多

流

傳

、性

亦

好
レ詩
、逾
蕊余

遊

萇

崎
一云
、出

日

逐
v輝

自
v奥

臻
、更

埠
】月

鵬

向

一崎

鎭

h梳
v風

沐
v雨

三

千

里
、羨

汝

鞋

踪

跨
昌兌

震
h當
昌此

時
叫而

余

崎

陽

無
昌

知

弖

翁

乃

興

尺

=
轉

以

客

一崎

陽
h書
・中

云
、詩

山

　
　
　
　

詩

画

堂

詩

話

の
蟲
τ
、
中
秋
、舟
を
城
東
に
泛

ぶ
る
に
云

ふ
「新
渠
、郭
外
に
邇

じ
、書
舫
城
隅

に
繋
ぐ
、月
出
で
ゝ
天
、畫
の
如

≦
、潮
來
り
て
水
、湖

に
似
た
り
、桂
香
は
酒
味
を
添
へ
、草

露

は

衣

の

濡

ふ
に
任
す
。

更
鼓
君
は
數
ふ
る
こ
と
を
休
め

よ
、此
の
晴
近
歳
に
無

し
一と
、皆

な
佳
興
あ
の
、余
、嘗
て
七
絶

一
首
を
寄
呈
し

て

云

ふ
【想
像
す
吾

が
心
に
曾
て
忘
れ
す
。俘

の
人

宛
と
し
て
水
の
中
央
に
あ
り
、何

れ
の
年
に
か
相
賞
す
佳
風
月
、手

を
握

り

て
江
樓
に

一
觴
を
泛

べ
ん
」と
。

三
宅
邦
,橘
園
と
號
す
,加

賀

の
産

な

り
.嘗

て
京
洛
に
遊
び
、業

を
洪
園
翕
に
受
け
、別
に
見
解
を
建
て
.講

筵

を
兩
簪
町
に
開
く
、

雋
才
博
識
、經
史
を
暗
誦
し

て
義
理
分

明

な

り
.今

日
の

俗
儒

の
及
ぶ
所
に
非
ら
す
.其
の
著
書
、難
林
情
盟
、博
遞
漫
載
、助
語
審

象
、既
に
刊
鏤
を
經
て
.世
に
多
く
流

像
す
,牲
亦
た
詩
を
好
む
.余

が
長
崎
に
遊

ぶ

を

途

る
に
云
ふ
「出

日
輝

を
逐
ふ
て
奧
よ
り

臻
り
、更
に
月
黜
を
追
ふ
て
崎
鎭
に
向

ふ
、風

に
梳

り
雨
に
沐
す

三
千
里
,羨
む
汝
が
鞋

踪

の
兌

震

に
跨

る
生

と
。此

の
時
に

當
り
て
、余
は
崎
陽
に
知
己
な
し
、翁
は
乃
ち
沢

一
を
與

へ
、轉
じ

て
以
て
崎
陽
に
客
た
ら
し
む
、書
中
に
云
ふ
「詩
山

は

性
.詩
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
噂
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鵬
0
0

　
　
　
　
　
日
本
詩

話

叢
書

性

咾
尹
詩

文
h渉
昌獵

經

史
h請

諸

士

留

聽
昂講

義
ハ於
v是

覊

寓

數

年
、衣

食

不
v匱
、又

得
盤

纒

資
↓皆

翁

之

賜

也
、歸

路

重

訪
v翕
、翁

復

留
v余

日
、竹

履

二

儒
、既

已

物

故
、浪

華

無
レ人
、子

其

掲
二籏

幟
h鳴
㌦鼓

諸

生
唱余

歸

郷

思
、勃

然

不
v止
、途

約
二再

會
呻而

去
、留

別

云
、橘

翁

誘
〆我

浪

津

涯
、歡
謡導

諸

生
一更

下
v帷
、不
v耐

秋

風

黄

葉

飭
「、乍

振
v袂

去

只

留
v詩
、叉

橘

園

者
、朝

鮮

學

士

所
v贈
昌于

翁
一之

號

也
、余

戲

斷尹

一
詩
一云
、曾

興
昌鷄

林
一

鬪
v筆

時
、橘

園

名

號

鱠

來

奇
、慕
v君

獪

比

江

南

菓
、

懶

癖

杢

將
二酸

味
瓢醫
、橘

翕

月

下

小

酌

云
、妻

奴

賞
v

夜

擁
v余

環
、也

寵
昌麹

生
一勞
昌侍

鬟
菘

影

抹
"筵

怯

不
v

去
、何

嫌

月

姨

笑
配

顔
ハ操

觚

之

風

儼

見
二本

相
h然

其

詞

氣

温

潤
、亦

可
昌能

誦
h蓋

翕

之

爲
v人
、質

直

謙

讓
、實

君

子

儒

也
、余

嘗

所
昌師

友
一者
、去
び今

將
昌數

十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ご

嗜
ん
で
、經
史
に
渉
獵
す
、講

ふ
諸

士
留

め
て
講
義
を
聽
け
と
.是

に
於
て
…羈
寓
數
年
.衣
食
匱
し

か
ら

す
,又
た
盤
纒
の
資
を
得
た

る
は
皆
な
翁
の
賜
な
り
.歸
路
重
ね

て

翁

を
訪
ふ
、翕
復
た
余
を

留
め
て
曰
く
、竹
履
の
二
儒
は
既
已
に
物

故

し
、浪
華
に
人
な
し
、

子
其
れ
籏
織

を
掲
ぴ
て
鼓
を
諸
生
に
鳴

せ
と
、余
は
歸
郷
の
思
勃

然
と
し
て
止
ま
す
、逾
に
再
會
を
約
し
て
去
る
、留
別
に
云

ふ
「橘

翕
我
を
誘
ふ
浪
津
の
涯
、諸
生
を
教
導
し
て
更

に
帷

を
下
す
を
、

耐

へ
ず
秋
風
黄
葉

の
節
.乍
ち
袂
を
振
ひ
去
て
ロ
バだ
詩
を
留

む
」

と
.叉
た
橘
團
と
は
朝
鮮
學
士
の
翕
に
贈

り
し
所
の
號

な
の
.、余
、

戲
れ
に

糊
詩
を
呈
し
て
云
ふ
「曾
て
鷄
林

と
筆
を
鬮
は
す
の
時
,
,

橘
園
の
名
號
贈

り
來
り
て
奇

な

り
、君

か
慕
ひ
て
獪
ほ
比
す

江

南
の
菓
、懶
癖
全
く
酸
味
を
將
て
書
丁
」と
、橘

翕

の
月
下
小
酌
に

云
ふ
「妻
奴
は
夜
を
賞
し
余
を
擁
し

て

環

る
.也
た
麹
生
を
寵
し

て
侍
鬟
を
勞
す
、松
影
筵
を
抹
し
て
袿
ど
も

去

ら
す
、弼
ぞ
嫌
は

ん
月
姉
の
酩
顏
々
笑
ふ
を
」と
.操

觚

の
風
,儼
と
し
て
本
赧
を
見

は
す
、然
れ
ど
も
其
の
詞
氣
温
潤
に
し
て
亦
た
能
く
誦

す

べ
し
、

蓋
、翁

の
入
と
爲
り
、質
戚
謙
譲
に
し
て
、徴

に
君
子
儒
な

り
。余
の

嘗
て
師
友
と
す
る
所
の
者
,今
を
去
る
こ
と
將

に
數
十
年
な
ら
ん



驪

年
「近

有
昌東

來

者
一日
、翕

既

就
v木
、余

愴

然

自

失
、嗟

天

若

假
v年
、其

著

詩

文

集

諸

注

解
、暦

見

重

出
、可
昌

必

期
一矣
、鎌

以

存
昌希

世

之

名

士
輔

琴

希

聲
、字

廷

調
、號

春̀

樵
h近

江

人
、壯

歳

挂
v冠
、以
・

經

術
一下
二帷

京

師
嚇生

徒

滿
v門
、性

本

咾
日v詩
、善

屬
v文
、

繍

梓

行
v世
、總

若

干

卷
、隆

名

轟
二三

都
肉宿
二松

靄

山

房
」
云
、
一
宵

幽

夢

乍

醒

初
、澗

水

聲

中

杜

宇

呼
、簑

笠

將
v歸

蹄

不
レ得
、滿

山

煙

雨

緑

糢

糊
、阿

漕

浦

云
、

佛

燈

一
點

影

淺

闌
.海

風

吹
v膿

飛

雨

寒
、想

得

當

年

如
v此

夜
、孤

舟

提
v網

上
昌室

灘
門歸
嗇

台

麓
誦

γ王

昌

齢

秋

在
一永

清
一山

募

蝉

句
轟爲
v韻
、予

得
呂水

山

二

宇

云
、琴

牀

石

古

青

苔

美
、想

起

當

年

彈
隷

綺
「舊

夢

不
"婦

人

老

來
、餘

音

只

有
昌前

溪

水
h舊

棲

無
v恚

占
"清

閑
n倦

鳥

有
v時

室

自

還
、壯

大

水

盤

凉

滿
v谷
、

　
　
　
　

詩
山

堂

詩

話

と
す
、近
、.}ろ
東
來
す
る
者
あ
り
曰
く
.翕
は
既
に
木
に
就

く

と
.

余
愴
然
と
し
て
自
失
す
、嗟
≧
天
若

し
年
を
假
さ

ば
、其

の
著
、詩

文
集
、諸
注
解
、麿
見

重
出
す

る
こ

と
、必
す
期
す
可
し
、録
し
て

以
て
希
世
の
名
士
を
存
す
。

琴
希
聲
、字
は
廷
調
、春
撚
と
號
す
.近
江

の
人
な
り
,壯
歳
に
し
て

冠
を
挂
け
.經
術
を
以
て
帷

を
京
師
に
下
す
、生
徒
、門
に
満
て
り
.

性
、本
と
詩
を
嗜
み
、善
く
文
を
屬
す
,繍
梓

し
て

世
に
行
は
る
.総

べ
て
若
干
卷
な
り
、隆
名
は
三
都
に

轟

ろ

く
,松
靄
山
房
に
宿
す

る
に
云
ふ
=

沓
の
幽
夢
乍
ら

醒
む
る
の

初
.澗
水
聲
中
に
杜
宇

呼
ぶ
、簔
笠
將
に
歸
ら
ん
と
し
て
歸

り

得

す
、満
山
の
煙
雨
線
糢

糊
た

6
」と
、阿

漕
の
浦
に
云

ふ
「佛

燈

一
點
影
淺
闌
た
り
、海
氣

腥
を
吹
き
て
飛
雨
寒
し
、想

ひ

得

た
り
當
年
此
の
如
き
の
夜
、孤

舟
網
を
提
け
て
塞
灘
に
上
る
」と
、台

麓

に

歸
省
し
て
王
昌
齢
の

「秋
は
水
清
に
在
り
山
は
暮
蝉
お

句
を
誦
し
て
韻
と

な

礎・'、予
は

水
山
の
二
字
を
得
,云
ぷ
「琴
牀
プ43
古
り
て
青
苔
美

な

り
、想
ひ
起

す
當
年
線
綺
を
彈
ぜ
し
を
.蕎
夢
歸
ら
す
人
は

老

來

す
.餘
昔
は

只
だ
前
溪
の
水
の
み
有
り
竃
舊
懐

恙
な
く
清
閑
を
占
む
、倦
烏
時

あ
。
て
空
し
く
自
か
ら
逡
る
、壯

大
の
水
聲
、涼
,谷
に
濔
ち
、老
蒼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閃
三



一一一～

鵬3

　
　
　
　
　
日
本

詩

話

叢
書

老

蒼

秋

色

日

傾
v山
、風

致

清

妙
、老

錬

可
v愛
、余

曾

寄
二呈

七

絶

一
首
一云
、歴

歳

期

君

離
昌機
、事
h東

游

再

越

函

關

巒
、墨

江

風

月

煙

波

上
、典

放
呂漁

舟
嚇垂
昌釣

竿
噛翕

又

嘗

蒙
昌
廣

顧

王

僉

撰
憙

著

漫

游

詩

草

序
一以

贈
、丈

云
、其

人

性

急

才

敏
、言

語

喧

曝
、突

突

逼
v人
、使
λ

應

答

無
7暇
、余

寄
二

簡
一以

詰
晶其

不

遜
肺

翕

答

書

云
、余

性

不
F讃
主

公
嚇不
レ畏
彊

禦
h只

溝
」述

李

生

實

事
一耳
、請

子

勿
F尤
v之
、其

爲
〃人
、眞

率

剛

斷
、

頓

堪
剛威

服
h
叉

春

樵

翁

有
賢

弟
「覗

希

烈
、字

廷

耀
、

號
昌星

艙
h亦

讓
"世

寓
v京
、以

業

儒̀

術
h性

嗜
昌詩

文
h上

木

數

卷
、流
二布

世

上
嚇星

瀚
…
在
昌近

江
一之

時
、余

偶

訪

訊
、議
論

古

今
頗

至
二佳

境
星

艙

示
昌六

言

一
首
一云
、

楓

葉
昌牛

江
噂水

冷
、月

升

一
帶

煙

霏
、忽

聞

柔

櫓

伊

軋
、知

是

漁

翕

夜

館
、幽

閑

清

暢
、有
v昧

可
γ愛
、可
γ謂
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
四

の
秋
色
、日
、山
に
傾
く
」と
.風
致
清
妙
に

し
て
、老
錬
愛
す

可
し
.

余
は
曾
て
七
絶

一
首
を
寄
呈
し
て
云
ふ
「歴
歳
期
す
君
が
世
事
を

離
れ
、東
游
し
て
再

び
越

へ
よ
凾
關
の
巒
、墨
江
の
風
月
煙
波
の

上
、共
に
漁
舟

を
放
ち
て
釣
竿
を
垂
れ
ん
」と
,翕
叉
た
嘗
て
廣
福

王
の
命
を
蒙
り
,愚

著

漫

游
詩
草
の
序
を
撰
し
て
以
て
贈
ら
る
.

文
に
云
ふ
、其
の
人
は
性
急
に
し
て
才
は
敏
、言

語
喧

噪
.突
々
人

に
逼
り
.人
を
し
て
應
答
ヒ
暇
な
か
ら

し
む

と
、余
は

一
簡
を
寄

せ
て
以
て
其
の
不
遜
を
詰
る
、翕
の
答

書
に
云
ふ
、余
が
性
、王
公

に
譖
は
す
.彊
禦
を
畏
れ
す
.只
だ
李
生
の
實
事
を
演
述

す

る

の

み
、請

ふ
子
之
を
尤
む
る
勿

れ

と
、其
の
人
と
爲
り
眞
率
剛
斷
、頓

に
感
服
す
る
に
堪

へ
た
り
、叉
弛
春
樵
翕
に
賢

弟

あ
り
、祕
希
烈
,

字
は
廷
耀
、星
齢
と
號
す
、亦
た
世

を
讓

の
京
に
寓
し
て
以
て
儒

術
を
業
と
す
.性
、詩
文
を
嗜
し
み
、上
木
數
卷
、世
上
に
流
布
す
、星

船
の
近
江
に
在
る
時
.余
は
偶
ま
く

訪
訊
し
て
古
今

を
議
論

し
、頗
る
佳
境
に
至
る
.星
船
六
言

一
首
を
示
し
て

云

ふ
「楓
は
傘

江
に
落
ち
て
水
冷
に
、月
升
り
て

内
帶
煙
霏
す
.忽

ち
聞

く
柔
櫓

の
伊
軋
す
る
を
.知
る
是
れ
漁
翕
の
夜
歸
る

を
」と
、幽
閑
清
暢
、味

の



3鵬

京

地

之

聯

壁
一也
、余

亦

寄
二

絶
鴎云
、飢

潟

荐

臻

二

十

年
、夢

遊

台

麓

碧

湖

邊
、聞

君

近

況

詩

文

妙
、
一

寸

方

心

別

有
び天
、
一
別

以

後

歴
昌星

霜
h久

絶

無
島
日

信
ハ星

船
…
頃

自

製
昌竹

圃

題
モ

絶
h介
昌山

田

法

眼
輔轉

以

寄

贈
、詩

云
、春

雷

昨

夜

駭
晶癡

龍
「鱗

起

攅
v雲

凌
昌

碧

筌
h老

去

虚

心

何

所
v頼
、枝

枝

葉

葉

有
謠清

風
嚇余

亦

賦
"二

絶
遙

鳴
v謝

云
、千

里

逋

情

贈

惠

珍
、詩

篇

竹

畫

染
レ紗

新
、書

堂

手

酌

三

杯

酒
、認
v書

認
v詩

爲
昌

故

人
哺

貫

名

苞
、字

君

茂
、號
二海

屋
h阿

波

人
、寓

居̀

京

地
h專

講
昌儒

學
『屬
詩

文
h兼

善
レ書
、且

以
昌文

人

畫
「高

名

驚
v

人
、春

夜

云
、光

風

綺

月

度
昌林

頭
ハ花

影

溶
〆庭

踏

欲
ゾ

流
、牛

夜

玉

人

獪

未
v寐
、笛

聲

遙

在
昌水

晶

樓
h清

妙

逼
レ眞
、叉

題
昌山

水

圖

云
、春

寒

花

蕊

未
v飛
v香
、山

氣

　
　
　
　

詩
山

堂
詩

話

あ
り
愛
す
べ
し
、京
地
の
聯
璧
と
謂
"ふ

べ

し
.余
も
亦
た

一
絶
を

寄
せ
て
云
ふ
「飢
渇
荐
り
に
臻
る

二

十
年
、夢
に
遊
ぶ
台
麓
碧
湖

の
邊
、聞
く
君
が
近
況
詩

文

の

妙

を
、
一
寸

の

方
心
別
に
天
あ

り
」と
、
一
別
以
後
星
霜
を
歴
し
こ
と
久
し
く
.繩
え
て

音
信
な
し
.

星
船
頃
ろ
自
か

ら
竹
圖

を

製

し
七
絶
を
題
し
、山
田
法
眼
を
介

し
て
轉
じ
て
以
て
寄
贈
す
、詩
に
云
ふ
「春

雷

昨
夜
、癡
龍
を
駭
か

す
、鱗
起
り
て
雲
を
梢

へ
碧

室

を
凌
ぐ
、老
ひ
去
て
虚
心
何
の
頼

る
所
ぞ
、枝
々
葉
々
清
風
あ
り
」と
、余

も

亦
た

一
縄
を
賦
し
て
邂

に
謝
を
鳴
ら
し
て
云
ふ
「千

里

の

逋
情
贈
惠
の
珍
、詩
篇
竹
書
紗

を
染
め
て
新
な
り
、書

堂

手

つ
か
ら
酌
む

三
杯
の
酒
、盡
を
認
め

詩
を
認
め
て
故
人
と
爲
す
」と
、

貫
名
苞
.字
は
君
茂
、海
屋
と
號
す
、阿
波
の
人
に
し

て
、京
地
に
寓

居
し
、專
は
ら
儒
學
を
講
じ
詩
文
を
屬
し
、兼
ね

て
書
を
善
く
し
、

且
つ
文
人
叢
を
以
て
高
名
、人
を
驚

か

す
、春
夜
に
云
ふ
「光
風
綺

月
林
頭
を
度
り
、花
影
庭

に
溶
け
て
踏
ん
で

流

れ

ん
と
欲
す
、牛

夜
玉
人
獪
ほ
未
だ
寐
ね
す
h笛
聲
は
遙
か
に
水
晶
樓
に

在

り
」と
、

清
妙
眞
に
逼
る
、夊
た
山
水
の
圖
に
題
し

て

云

ふ
「春
は
寒
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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日

本
詩

話
叢

露

自

然

經
ゾ雨

芳
、繞
〆屋

千

竿

不
虚

設
「幽

人

早

課

聆
・

鶯

簧
↓閑

適

隱

者

之

趣
、自

然

盗
昌乎

筆

端
「余

一
日

訪
二餓

居
h呈
"二

絶
}云
、有
v神

有
v肉

供
垂
嵩
法
↓不
v可
笆書

家

無
昌此

書
↓珍

重

世

間

稀

少

筆
、休
下將
二粗

樸
一墜

名

疂北

小

路

大

學

介
、號
昌竹

窓
「洛

陽

之

儒
、特

心
昌折

淇

園

翕

之

詭
謁

亦

有
昌補

翼
能

登

明

莊

子
h屡

吐
奇

読
h叉
嗜

詩

茎

買
レ簑

云
、千

疊

青

山

萬

頃

湖
、老

來

擬

逐

釣

漁

夫
、今

朝

購

得

蒙

茸

緑
、巳

覺

此

身

登
"

畫

圖
ハ從
昌星

使
乏

二東

武
一歸

後

作

云
、二

月

出
v都

三

月

囘
、櫻

花

已

謝

棟

花

開
、可
v憐

京

洛

好

時

節
、日

日

輿

窟

數

盡

來
、龜

嵐

觀
v花

云
、
一
川

波

影

=駿
二紅

霞
選

v杖

暮

汀

踏
有

沙
嚇可
v羨

歸

來

樹

間

鳥
、滿

身

風

露

夜

栖
"花
、書

山

水

云
、霜

嚴

山

忽

痩
、水

涸

岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六

て
花
六
ゆ未
だ
香
↓夢
飛
ば
さ
す
,山

氣

自

然

に
雨
を
経
て
芳
し
、屋

を
繞
る
の
千
竿
は
虚
く
設
け
す
、幽
人
の
早
課
、鶯
簧
を
聆

く
」と
、

閑
適
隱
者
の
趣
、自
然
に
筆
端
に
溢
る
、余
、
一
日
蹴
居
を
訪
ひ
、
一

縄
を
呈
し
て
云
ふ
「紳
あ
り
肉
あ
り
書
法

を

供
ふ
、書
家
、此
の
書

な
か
る
可
か
ら
す
.珍
重
す
世
聞
稀

少

の

筆
、粗
樸
を
將
て
名
譽

を
墜
す
を
休
め
よ
」と
。

北
小
路
大
學
の
介
,竹
窓
と
號
す
、洛
陽
の
儒
に

し

て
、特
に
淇
園

翕
の
設
に
心
折

し
、間
}
亦
た
補
翼
あ
り
、能
く
莊

子

を

發
明
し

厘
垂
奇
詭
を
吐
く
、叉
た
詩
文
を
嗜
の
り
、簑

を

買
8麓

云
ふ
「千

疊
の
青
山
萬
頃
の
湖
、老
來
擬
し
逐
ふ
釣

魚

の
夫
、今
朝
購
ひ
得

九
り
蒙
茸
の
線
、已
に
覺
ゆ
此

の
身

は
叢
圖
に
登
る
を
」と
星
使

に
從
ひ
東
武
に
之
く
歸
後
の
作
に
云
ふ
「二
月
都
を
出
で

三
二
月

囘
る
、櫻
花
巳

に

謝

し

て
棟

花

開
く
、憐

む
べ
し
京
洛
の
好
時

節
,日
々
輿
憲
に
數

へ
盡
し
來
る
」と
,繼

嵐

に
花

々
觀
る
に
云
ふ
、

コ

川
の
波
影
紅
霞
を
皺
む
,杖
を
選

ん

で
暮
汀
に
自
沙
を
踏
む
,

羨
む
べ
し
蹄
來
樹
問
の
鳥
.龝
身
の
風
露
夜
ど花
に
栖
む
」と
,叢
山

水
に
云
ふ
「霜
は
嚴
に
し
て
山
は

忽

ち

痩
せ
、水
は
溷
れ
て
岸
は

●
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納　

偏

高
、來

往

幾

多

客
、風

威

冷
ン似
v刀
、雪

鴛

鴦

云
、縞

襟

素

領

伜
ユ冰

霜
h
一
隊

可
び憐

鴛

與
v鴦
、深

愛

元

聞

相

思

鳥
、雙

飛

忽

下

自

雲

郷
、瑤

姿

掩

映

鬻
…
花

底
、

篆

跡

有

無

瑛

樹

傍
、借

問

合

歡

機

上

巧
、今

朝

應
v

譲

此

殊

相
、亦

俊

才

也
、余

嘗

席

上

呈
昌
一
繦
一云
、七

旬

以

上

老

星

霜
、仍

是

容

顏

如
v截
v肪
、
一

一
折
一衷

經

籍

読
h高

談

時

解

智

心

嚢
。

梁

緯
、字

公

圖
、號
星

巖
「美

濃

人
、游
暦

諸

國
噛今

也

蹴

居̀

洛

王

專

鳴
昌詩

鼓

於

壇

坊
嚇頓

奏
凱

聾

於

筆

陣
凸其

所
ノ著

詩
、巳

有

甲̀

乙

丙

丁

若

干

集
h前

年

寓
二

江

都

玉

池
一之

時
、題
昌余

東

海

道

中

詩
一云
、鈴

聲

火

影

宵

征

處
、店

月

橋

霜

早

發

時
、何

似

向

陽

窓

下

臥
、讀
二君

東

海

濫

中

詩
ハ品

調

頗

高
、趣

味

特

幽
、可
ノ

不
v謂
二詩

中

傑
一哉
、余

亦

寄
昌
一
絶
肖云
、美

髯

烏

首

老

　
　
　
　

詩

山
堂

詩

話

偏
に
高
し
、來
往
幾
多
の
客
、風
威
、刀
よ
り
も
冷
か
な
り
」と
、奪
鴛

鴦
に
云
ふ
「縞
襟
素
領
冰
霜
に
俘
ふ
、
一
險

憐

む
べ
し
鴛
と
鴦
と
、

深
愛
元
と
聞
く
相
思
の
鳥
と
、雙

飛

忽

ち
下
る
白
雲
郷
.瑤
姿
掩

映
す
蘆
花
の
底
、篆
跡
有
無
瑛
樹
の
邊
、借
問
す
倉

歡

…機
上
の
巧
.

今
朝
應
に
譲
る
べ
し
此
の
殊
相
に
」と
、亦
た
俊
才

な

り
、余
嘗
て

席
上
、
一
維
を
呈
し
て
云
ふ
「七
旬

以

上
の
老
星
霜
、仍
ほ
是
れ
容

顏
肪
を
截
る
が
如
し
、
一
一
經
籍
の
設
を
折

衷

し

て
、寓
談
時
に

解
く
智
心
の
霆

と
。

梁
緯
.字
は
公
圖
、星
巖
と
號
す
、美
濃

の
人
な
り
、諸
國
に
游
歴
し

て
、今
や
洛
下
に
蹴
居
し
、專
は
ら
詩
鼓
を
壇
站
に
鳴
レら

し
、頓
に

凱
聲
を
筆
陳

に
奏
す
、其
の
著
す
所

の

詩

は
.己
に
甲
乙
丙
丁
の

若
干
集
あ
り
、前
年
江
都
の
玉
池
に
寓

す

る
時
、余
の
東
海
道
中

の
詩
に
題
し
て
云
ふ
「鈴

聲

火

影
育
征
の
處
.店
月
橋
霜
早
發
の

時
、何
ぞ
似
ん
向
陽
窓
下
に

臥

し

て
,君
が
東
海
道
中
の
詩
を
讀

む
に
」と
、品
調
頗
る
高
く
、趣
味
時
に
幽
な
り
、詩

中
の
傑
と
謂
は

ざ
ろ
可
け
ん
や
、余
も
亦
た

一
絶
を
寄
せ

て
云

ふ
「美
髯
烏
首
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
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日

本

詩

話
叢

書

詩

仙
、落

魄

曾

知

命

在
レ天
、五

柳

陰

陰

玉

池

宅
、志

懐
昌高

倚
一比
昌前

賢
喝

京

師

摩

島

弘
、號
菘

南
h詩

名

頗

高
、叉

有
"驚

學

之

風
↓棋

云
、山

堂

晩

迎
γ客
、
一
局

對
げ寒

釘
葱

覺

子

聲

重
、溪

頭

宿
昌夜

雲
靹山

行

云
、秋

山

奇

絶

處
、隔

在
昌水

西

方
h探
v勝

情

未
γ去
、溪

橋

度
蟲夕

陽
嚇冬

日

偶

題

云
、

滿

窓

愛

日

透
二幽

齋
h些

暖

催
γ人

下
昌小

階
嚇苦

學

十

年

成
二底

事
嚇手

描
昌稚

子
一姶
昌松

釵
h自

鶴

歌
、壽
昌某

誕

辰
一云
、東

山

天

已

曙
、日

氣

若
v成
レ雲
、中

有
昌雙

自

鶴
嚇

皓

勿

刷
霜

萸

一
鶴

離
菘

頂
コ

鶴

息
昌碧

崖
「飛

者

入
二青

雲
嚇息

者

啄
呂松

花
h各

從
昌意

所
7之
、豈

有
昌升

沈
一

耶
、有
v飛

必

有
v息
、自

然

無
v所
レ加
、優

游

安
轟此

裡
「可
畠

以

養
精

華
莪

歌
昌雙

鶴

詩
爲

γ君

所
旛

遐
聾

調

趣

味
、悉

入
昌清

妙
↓名

之

有
v實
、實

之

無
ソ虚
、信

哉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
八

老
詩
仙
.落
碗
曾
て
知
る
命
の
天
に
在

る

を
,五
柳
陰
々
た
り
玉

池
の
宅
.志
は
高
倚
を
懷
ひ
て
前
賢
に
比
す
」と
。

京
師
の
摩
島
弘
は
松
南

と
號

す
、詩
名
頗

る
高
し
、叉
た
驚
學
の

風
あ
り
、棋
に
云
ふ
「山
堂
晩
に
客
を
迎

へ.、
一
局
、寒
虹
に
對
す
、忽

ち
覺
ゆ
子
聲
の
重
き
を
、溪
頭
に
夜
雲
を

宿

す
」と
、山
行
に
云
ふ

「秋
山
奇
繩
の
處
註隔
て
丸
水
の
西
方
に
在

り
、勝
を
探
る
の
情
は

未
だ
去
ら
す
、溪
橋
夕
陽
に
度

る
」と
、冬
日
の
偶
題
に
云

ふ
「満
窓

の
愛
日
幽
齋
に
透
り
、些

暖

人

を
催
し
て
小
階
を
下
ろ
、苦
學
十

年
底
事
を
成
す
、手
に
稚
子
を
樵
…へ
て
松
釵

を

拾

ふ
一と
、白
鶴
の

歌
、某
の
誕
辰
を
壽
す
る
に

云

ふ
「東
山
天
已
に
曙
け
,日
氣
雲
を

成
す
が
若
し
、中
に
雙
白
鶴
あ
り
、皓
朋
霜

葩
を
刷

す
、
一鶴
は
松

頂
を
離
れ
、
一
鶴
は
碧
崖
に
息

ふ
、飛
ぶ
者

は
青
雲
に
入
り
、息
ふ

者
は
松
花
を
啄
む
、各
.意

の
之
く
所
に
從

す
、豈
に
升
沈
あ
ら
ん

や
、飛
ぶ
有
れ
ば

必
ら
す
息
ふ
有
り
,自
然

に
し
て
加
ふ
る
所
な

し
、優
游
、此
の
裡
に
安
ん
じ
、以
て
精
華
を
養

ふ
可
し
、我
は
雙
鷂

の
詩
を
歌
ひ
、君
が

爲
め
に
幅
遐
を
所
る
」と
、聲
調
趣
味
、悉
く
清

妙
に
入
る
.名
に
は
實
あ
り
、實
に
は
虚
な
し

と
、信
な
る
か
な
。

ー
気
ー
十
・～
ー



3鄒

雫

安

儒

家
菘

本

氏
、號

愚̀

山
凸淇

園

翕

之

門

也
、四

條

納

凉

云
、蘭

麝

香

翻

水

晶

棚
、人

凌
歌

吹

海

中
一

行
、河

傾

月

落

誰

知
v曉
、兩

岸

紅

燈

數

點

明
、七

月

十

六

日
、東

山

寓

目

云
、悲

哉

何

處
、占
萩

光
門家

邃
昌

靈

魂
一逐
二晩

凉
ハ薪

火

滿

山

大

丈

字
、也

敏
呂青

女

試
二

紅

妝
h句

句

眞

蟇
出

京

華

之

妙
「使
昌讀

者

神

魂

飛

錫中

島

規
、字

景

寛
、號
二椶

隱
h亦

京

地

之

詩

入
、其

吟

稿

既

上
v木
、而

趣

意

品

調
、心
昌折

宋

風
h五

絶

云
、落

日

霜

梢

影
、只

成
昌三

兩

叉
ハ危

橋

駕
v塞

處
、行

客

躡
昌

飛

霞
噛鴨

東

竹

枝

云
、樓

燈

無
v影

水

聲

饒
、
一
片

殘

蟾

照
二柳

稍
ハ小

女

十

三

能

慣
v客
、不
v辭
昌風

露
一迭

過
γ

橋
、雪

夜

宿
ご漁

家
一云
、蘆

花

被

冷

睡

難
v成
、阻
レ雪

枕

頭

多
族

情
慕
斛
歩

一
灣

纔

隔
v壁
、歸

筥

牛

夜

碎

冰

　
　
　
　
　
詩

山

堂

詩

話

不
安
の
儒
家
、松
本
氏
、愚
山
と
號

す
。淇
園
翕
の
門
な
り
、四
條
の

納
凉
に
云
ふ
「蘭
麝

香

は
翻

へ
る
水
晶
棚
.入
は
歌
吹
海
中
を
凌

い
で
行
く
、河
は
傾
き
月
は
落
ち
誰
か
曉
を

知

ら

ん
、兩
岸
の
紅

燈
數
點
明
な
り
」と
,七
月
十
六
日
東

山

の
寓

目

に
云
ふ
「悲
し

い
か
な
何
れ
の
處

に
か
秋
光
を
占
む
.家
、、し
と
に
靈
魂
を
途
り
て

晩
凉
を
邃
ふ
、薪
火
滿
山
の

大

文

字
、也
た
青
女
を
し
て
紅
妝
を

試
み
し
む
」と
、句
々
眞
に
京
華
の
妙
を
蔘
=出

し
.讀
者
を
し
て
神

魂
を
飛
揚
せ
し
む
。

中
島
規
、字
は
景
寛
、椶
隱
と
號
す
、亦
た
京
地
の
詩
人
な
り
.其
の

唸
稿
は
既
に
木
に
上
す
、而
し
て
趣

意

品

調
は
宋
風
に
心
折
す
、

五
絶
に
云
ふ
「落
日
霜
梢
の
影
、只
だ
三
兩
叉
を

成

す
、危
橋
室
に

駕
す
る
處
。行
客
飛
霞
を
躡
む
」と
、鴨
東
竹
枝
に
云

ふ
「樓
燈
影
な

く
水
聲
饒
し
,
一
片
の
殘
蟾
柳
梢

を

照
「す
、小
女
十
三
能
く
客
に

慣
れ
て
、風
露
を
辭
せ
す
淦
つ
て
橋
を

過

ぐ
」と
、雪
夜
漁
家
に
宿

す
る
に
云
ふ
「蘆
花
被
冷
に
し
て
睡
成

り

難
ぐ
、雪
に
阻
す
る
枕

頭
は
族
情
多
し
、譽
歩

一
灣
纔
に
壁
を

隔

て

㌃
、歸
籥
牟
夜
碎
冰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
丸
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鵬
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∂

へ

　
　
　
　
　
日

本
詩

話

叢
書

盤
、嵐

峽

舟

中

作

云
、入
v溪

松
v嶺

極
二漢

洞
h花

斷

松

蘿

闔

且

開

轉
v艇

歸

時

更

奇

絶
、香

雲

挾
v翆

復

舒

來
、雪

鴛

鴦

云
、黄

雲

一
朶

是

良

媒
、非
レ夢

非
v翼

匹

鳥

來
、六

出

塞

花

粧
昌六

翩
「奇

塞

粹

氣

結
昌奇

胎
h虚

心

守
γ素

鉱

鴎

愧
、雙

瑞

占
〆豊

獨

鶴

猜
、物

忌
二鮮

單

元

腐

訟
、好

夸
㌦
咼

臥
一弄
昌毬

纏
ハ詞

氣

凖

淡
、繊

尖

巧

況

使
噌人

爽

然
嚇余

偶

訪
嵩棕

隱

軒
ハ呈
昌七

絶

一
首
一云
、

吟

朋

來

叩

玉

樓

中
、開
財戸

眼

明

正

面

東
、三

十

六

峯

含
積

翠
h讀

詩

高

臥

枕

屏

風
。

京

師

學

醫
、宇

津

木

盆

夫
、號
昌昆

喜
h顳

親

炙̀

老

莊
h

已

有
昌注

解
h又

以
昌俚

…辭
一譯

傷̀

寒

瓢
唄
鏝
v梓

行
v世
、名

施
昌海

内
ハ於
v是

諸

邦

醫

生
、負
レ笈

而

入
ゾ門

者
、殆

盈
昌

數

千
一云
、某

生

偶

齎

瘍̀

寒

論

諺

解

日
、此

是

昆

臺

翕

曾

所
v著

者
、余

取

閲
v之
、其

説

諄

諄

盤
昌于

治

術
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇

の
聲
」と
.嵐
陜
舟
中
の
作
に
云
ふ
「溪

に

入
り
嶺
に
沿
ひ
て
濛
測

を
極
む
,花
斷
え
て
松
蘿
闔
ぢ
て
且
つ

開

く
、艇
を
轉
じ
て
歸
る

時
更
に
奇
絶
な
り
、香
雲
翠
を
挾
ん
で
復
た
舒
に
來

る
」と
、雪
鴛

鴦
に
云
ふ
「黄
雲

一
朶
是
れ
良
媒
.夢

に
非
す
眞

に
非
す

匹
鳥

來

る
.六
出
察
花
六
翩
夕
粧

ひ
.奇
寒
粹
氣
、奇
胎
々
結

ぶ
、虚
心
素
を

守
り
て
孤
鴎
槐
ぢ
,雙
瑞
豐
を
占
め
て
獨

鶴

猜

ふ
、物
は
鮮
明
を

忌
む
と
元
と
腐
論
、好
し
高
臥
に
夸
つ
て
髢
毬
を
弄
す
」「と
、詞
氣

李
淡
、纖
尖
巧
況
.人
を

し
て
爽
然
た

ら

し
む
、余
偶
圭
棕
隱
軒
を

訪
ひ
七
絶

一
首
を
呈
し
て
云
ふ
曜

朋
來
り
叩
く
玉
櫻

の
中
、戸

を
開
け
ば
眼
は
明
な
り
正
面

の
東
、三
十

六
峯
積
翠
を
含
む
、讀

詩
高
臥
の
枕
屏
風
」と
。

京
師
の
學
醫
、宇
津
木
盆
夫
、昆

臺

と
號
す
,額
は
ら
老
莊
に
親
炙

し
て
、巳
に
荘
解
あ
り
、叉
た
俚
辭
を
以
て
傷
寒
論
を
譯

し
.梓
に

鐶
し
て
世
に
行
は
る
、名
、海
内
に
施

け

り
,是
に
於
て
諸
邦
の
醫

生
.笈
を
員
ふ
て
門
に
入
る
も
の
殆
ん
ど
數
千
に
盈

つ
と

云
ふ
,

某
生
偶
主
傷
寒
論
諺
解
を
齎
し
て
曰
く
、此

は
是

れ
昆

壹
翁
の

曾
て
著
は
す
所
の

者

な

り

と
。余

取

り

て
之
を
閲
す
る
に
、其

の
論
諄
々
と
し
て
治
術
に
盆
あ
り
、醫
と
爲
る
者
は
讀
ま
ざ
る
可



り
0

爲
v醫

者
、不
v可
v丕

讀

焉
、余

未
7接
芝

眉
哨邁

寄
一呈

七

絶

一
首
"云
、編

就

傷

寒

読

發

明
、轟
ン名

9今

日

洛

陽

城
、蔡

倫

紙

染
二陳

玄

墨
触無
γ脚

無
v翩
…
萬

里

行
、昆

臺

亦

次
v韻

答

謝

云
、才

敏

曾

聞

君

聰

明
、錦

唇

繍

舌

壓
昌江

城
嚇愧

吾

跛

…鼈

駑

駘

質
、何

及

漫

遊

自

在

行
、

後

叉

寄
鱠

愚

著

百

人

一
首

詩
嚇則

昆

臺

亦

贈
其

所
v刻

林

和

靖

省

心

録

一
本
ハ互

逋
工
父
誼
ハ余

帥

席

走
v筆
、題
轟省

心

録

卷

首
嚇卻

以

寄

鱠
、詩

云
、庶

士

離
v

塵

了
二

生
n隱
部身

幽

境
一愛
v梅

情
、奇

丈

警
v世

省

心

録
、語

氣

薫
γ人

特

絶

清
。

か
ら
す
、余
は
未
だ
芝
眉
に
接

せ
ざ
る
も
.遙
か
に
七
繕

一
首
を

寄
呈
し
て
云
ふ
「編
就
て
傷
寒

論

發

明

す
,名

を

轟

か
す
A
、日

洛
陽
城
、蔡
倫
が
紙
に
陳
玄
が
墨
を
染
め
て
、脚
な

く

鰯

な
く
萬

里
に
行
く
」と
、昆
臺
も
亦
た
韻
に
次
し
て
答
謝
し
て
云

ふ
「才
敏

曾
て
聞
く
君
が
聰
明
を
,錦
屑
繍
舌
江
城

を

壓

す
、愧
づ
吾
が
跛

鼈
駑
駘
の
質
、何
ぞ
及
ば
ん
漫
遊
自
在
に
行

く

に
」と
、後
ち
叉
た

愚
著
百
人

一
首
の
詩
を
寄
膾
す
れ
ば
、則
ち
昆
臺
も
亦
た
其
の
刻

す
る
所
の
林
和
靖
が
省
心
録

刊
本
を
贈
り
て
互
に
交
誼
を
通
す
、

余
卸
席
に
筆
を
走
ら
し
て
省
心
録
の
卷

首

に
題

し
.卻
て
以
て

寄
贈
す
、詩
に
云
ふ
「庶
士
塵
を
離
れ
て

一
生
を

了

し
、身
を
幽
境

に
隱
し
て
梅
を
愛
す
る
の
情
、奇
文
世
を
警
し
む
省

心
録
.語
氣

人
を
薫
し
て
特
に
絶
清
」と
。

　
　
　
　
久
　

我
　

玄
　

隆

門

人
　

　

　

　

　

　

　
同

狡

　
　
　
　
同
　
　
　

玄
　

恭

鵬

詩

.山

堂

詩

話

丑

一



日

本

詩

話

叢

書

詩

山

堂

詩

話

絡
.


